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■氏名 ：小谷 聖
■保有資格：行政書士
■専門分野：創業、事業承継、事業再生

承継対象となる企業を活用すべきか新たに法人化
すべきか、当該企業の有する許認可などの特殊事
情を考慮することに加えて、金融機関の見方（金
融監督庁通達側面）を押さえておく必要がある。

北海道

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和53年に相談者（現代表）の実父が創業した建設会社である。創業者の健康問題から休眠状態に
あり、現在に至っていた。後継者である子息は個人事業主として、主に建設資材卸・小売業分野での事業を展
開し、本企業の事業実績を上回る成果を挙げていた。今回小売業として創業するか、本企業を引継ぎ、有効活
用しながら新規事業として展開を図るべきかを迷っていた。事業承継するメリット・デメリットについての助
言と、承継する場合には、新規事業を主軸とした資金調達可否判断も含めた総合的な支援を受けたいと当機関
に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関にてヒアリングを行ったところ、卸資材仕入資金の調達を必要とすること、また将来的には建設業許可
を復活させ、取引先商社からの工事下請を受けることで、資金繰りを良くしたいとのことであった。許認可の
状況を踏まえ、「承継か創業か」の総合的判断、業態転換の際に必要となる手続き、資金調達面での事業承継
計画策定に関する総合的アドバイスについて、多くの事業承継案件で実績がある本専門家に依頼した。

事業計画書

■専門家による具体的な支援内容

本企業には、操業年数・資本金など有効活用すべき価値があり、事業を継ぐべきである
とアドバイスした。「1)事業承継に係る助成金申請についてのアドバイス、2)政策金融
公庫との調整・協議、3)事業計画・事業承継計画の策定指導」を商工会議所経営指導員
とタイアップする形で行った。また、業態転換の際に必要となる社内体制の整備や顧客
向け対応に関する助言を実施。その後、立てた計画に基づいた、一連の業態転換に係る
申請についてのアドバイスを行い、事業承継手続きを完了した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiqfAAB?advisor_field_id=

個人事業主として建築資材の卸売に携わっておりましたが、取
引販路拡大等の契機があり、自身で法人を設立するか父親が経
営する法人（建築土木）を引継ぐべきかで悩んでいました。そ
こで知人からの紹介により商工会議所を訪ね、経営指導員に相
談をしたところ、専門家の小谷行政書士を交え、密で適切なア
ドバイスを受ける事ができました。仕入・運転資金も日本政策
金融公庫から希望額満額可決となり、商号も新たに、今後は父
親の築いた基盤を守りつつ、更に事業を発展させていきたいと
思います。

今回の支援により、「①代表者変更、②商号変更、③目的追加・変更（建設業主体から小売業
へ）」に関する書類作成や社内体制整備についての総合的なアドバイスを受け、法人組織の転換が
実現した。
事業計画書及び事業承継計画書を助言に従い策定したことで、事業承継前の融資としては日本政策
金融公庫札幌支店としては初となる、運転資金満額調達を得ることが出来た。また、専門家・札幌
商工会議所とのタイアップ支援に基づいて「事業承継補助金」申請を進めることで、今後さらに円
滑な資金調達に繋げていく。 現代表と創業者

櫛建土木 株式会社

■業種 ：建設業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：500万円
■創業 ：昭和53年
■住所 ：北海道札幌市南区石山１条8丁目2-19
■企業概要：建築工事、土木工事

業態転換を伴うスムーズな事業承継を実現

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

札幌商工会議所
中小企業相談所 西支所

構成機関

小谷 聖 氏

道央圏商工会議所ネットワーク

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：赤羽 幸雄
■保有資格：防災士、ITコーディネータ
■専門分野：IT経営、情報セキュリティ、

企業防災・BCP

当社は、プライバシーマークの取得や情報セキュ
リティ対策など「強靭化対策」に積極的に取り組
んでいる企業なので、実践的なBCPとなるように
指導・助言した。

北海道

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、札幌市内および近郊を中心に、光回線の整備工事をはじめとして、多様な「情報通信」に関する工
事の施工や試験・検査・保守等を行っている事業者である。札幌市内に3つの拠点があり、それぞれにデータ
サーバーを設置している。しかし、災害が起こった際に、１拠点でも被害を受けてデータサーバーが稼動しな
くなった場合、業務に支障をきたす恐れがある。また、従業員の生活の安全確保、出勤体制も含め、災害時の
備えが課題となっていることから、BCPを策定するにあたりアドバイスがほしいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員がヒアリングを行ったところ、現在、本企業は大地震や集中豪雨などの災害時に対応できる
BCP策定を行っていないことに危機感を抱いていることがわかった。また、策定方法だけでなく、実際の運用
についても具体的な指導を求めていることから、防災士の資格を有し、BCP策定に関する支援実績が豊富であ
る本専門家に依頼した。

BCP検討時のようす

■専門家による具体的な支援内容

まずは、本企業の事業継続能力を「BCP自己診断チェックリスト」による自己診断、社内
組織、業務内容及び防災の取組状態などについてヒアリングを実施。中小企業庁の「中小
企業BCP策定運用指針（第2版）入門コース」の解説およびサンプルを参考にしながら、
本企業による自社のBCP（入門コース）作成をサポートした。次に、作成したBCP（入門
コース）の記入シートをもとに何度もブラッシュアップを行い、不十分の箇所において
は、社内で検討を繰り返し、記入シートに記載するよう指導。加えて、各拠点でのBCP策
定のポイントや必要な機器の選定についてアドバイス。具体的には、従業員の安否確認の
ためのツール（災害伝言板）や災害時のデータバックアップ方法を紹介。最後に各拠点に
おいて、どのように運用を継続させていったら良いかのアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjDRAAZ?advisor_field_id=

北海道胆振東部地震を経て、改めて人的・物的・知的資産をどの
ように維持・継続していくかが当社の課題で有り、BCPは当社に
とって、欠かすことのできない災害等への対策と考えておりまし
た。今回、BCP分野に精通している赤羽先生から、とても的確な
アドバイスを頂き、非常時に冷静に判断し行動に移すことができ
ました。今後も、従業員の安全を第一に考え、当社の状態に見合
うBCPを構築していきたいと思います。また、今後は年に１回の
防災訓練や、災害時の経営資源の事前対策に力を入れていきたい
と思っております。ご指導ありがとうございました。

昨年9月に発生した北海道胆振東部地震や7月に西日本を中心に各地に被害を残した集中豪雨等で、
災害時の備えの必要性は認識していたが、具体的にどのようにBCP策定を進めて良いかわかってお
らず、今回の支援を通して、BCP策定に必要な要素や検討すべきポイントを理解することができ
た。また、複数回に渡る指導の結果、BCP自己診断チェックリストの自己診断（2回目）では、本企
業の事業継続能力が大幅に向上したことが確認できた。いままで本企業が抱いていた事業継続に関
する漠然とした不安は、本支援で「BCPの運用マニュアル」を策定できたこと及び社内で運用に取
り組んでいく体制ができたことで解消することができた。

完成したBCP

株式会社 コーセイ

■業種 ：電気通信工事業
■従業員 ：39人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和63年
■住所 ：北海道札幌市厚別区大谷地東3-1-1
■企業概要：通信事業、建設事業、派遣事業、

WEB事業

災害時における業務継続能力向上のためのBCP策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

北海道中小企業団体中央会
構成機関

赤羽 幸雄 氏

北海道中小企業・小規模事業者支援
プラットフォーム

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：加藤 邦彦
■専門分野：ものづくり、事業承継、

地域資源活用

事業承継事務に対しては地域慣習の理解に努力を
払いました。すべての和菓子店の課題と言える、
次世代型戦略を理解し易くするためにヒット商品
開発と戦略の構築を同時に行いました。

北海道

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、江差町の中心部に店舗を構え、道内の各地土産物売り場や全国のデパートでも販売をおこなってい
る明治3年（1870年）創業の老舗菓子店である。ユニークな形状の丸缶羊羹が人気で好調な経営が継続して
いる。しかし、和菓子の消費が落ち込む中、主力商品である羊羹の将来性について大きな不安を感じている。
事業承継にあたり、円滑な承継と承継後の時代にマッチした商品・経営方針を決めなければならない状況で、
その方策に苦慮していることから、今回どのようなことに取り組むべきかを思案し、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が、事業承継後の経営方針と経営課題、製造部門の課題・問題点についてヒアリングを実施し
た。その結果、事業承継に関する支援実績が豊富であり、江差町内の菓子店事情にも精通している本専門家に
新商品開発についてのアドバイスを依頼することが必要と判断した。

北の銘菓

■専門家による具体的な支援内容

現経営者は事業承継に向けて、羊羹に代わる主力商品、現代的にアレンジした商品開
発をする必要性を感じていたが、その実現について苦慮し、大きな不安を感じてい
た。そのため、次期経営者も交えて、問題点・課題点について一つ一つ解決に向けた
助言を行った。また社内の指示命令、連絡を円滑化し、士気向上を図るため、経営側
と製造側が定期的にコミュニケーションする機会を設け、様々な問題に対する意見を
発信することで、問題点の整理・抽出・共通認識を持つようにした。事業承継につい
ては、事業承継計画書の策定に係るアドバイスのほか、現・次期経営者が挨拶に伺うこ
と、挨拶状の内容と配布範囲等で、周到綿密で詳細なリストを作るよう助言を行っ
た。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WEtW0AAL?advisor_field_id=

加藤邦彦先生は、商品開発・事業承継についてじっくりとお話
を聞いて頂きました。地元・北海道・全国と考え方を細分化す
ることで、手がける順序と、前に進む準備ができました。先生
のアドバイスにより職人の意識・美味しさの変化を実感し、今
までの商品が現代にマッチした味の商品に変わり、また新しい
商品が生まれてきました。会社と職員全体が対応する能力を身
に付け一つ一つを丁寧に行い、企業としてのボトムアップに繋
げたいと考えています。

今回の支援により、老舗菓子店の「守るべきところ」と「大きく変化すべきところ」を十分に検討
し、経営基盤の安定化をより図り、円滑な事業承継へと結びつける為の方向性の確認が行われ
た。具体的には、新しい商品を追加する事と既存商品の統合を行うことで、効率的な製造を行
い、「地元顧客を意識した商品」、「道内で販売する商品」、「道外で販売する商品」という3つの分
野に分け、それぞれで既存商品の統合と、新商品づくりを行っていく方針を打ち出した。現・次
期経営者とでしっかり事業承継計画書を策定したことで、将来を見据えた事業を的確に展開して
いくことが期待できる。 新時代の商品づくり

株式会社 五勝手屋本舗

■業種 ：製造・小売業
■従業員 ：24人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：明治3年
■住所 ：北海道檜山郡江差町字本町38番地
■企業概要：食料品製造業

新時代のニーズを鑑みたスムーズな事業承継

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

江差商工会
構成機関

加藤 邦彦 氏

北海道中小企業・小規模事業者支援
プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：長谷川 直宏
■保有資格：初級システムアドミニストレータ
■専門分野：生産管理システム

24年間の社内システムエンジニアとして経験を活
かし、システム戦略やシステム企画についてのお
手伝いができました。今後もシステム担当者不在
の企業様のIT化推進の支援をしていきたいと思い
ます。

青森県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、明治40年創業以来、各種麺商品の製造・販売を行っている。生産管理業務・在庫管理業務のシス
テム化が遅れているため、目視にて商品在庫を確認し、生産数を決めている。このため、在庫データ見直しの
度に生産計画の調整作業が発生している。また、商品在庫や生産状況の情報を共有することができず、「先入
れ先出し」の徹底が難しく、営業活動効率化の妨げとなっている。商品在庫情報をリアルタイムで反映した生
産計画情報を社内で共有できるシステムの導入の進め方について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点Coが工場内のシステム化と利用状況についてヒアリングを行ったところ、販売管理システムが既に稼
働しており、各部門で活用されていることが分かった。当初の要望は生産管理業務の効率化であったが、販売
管理システムとのデータ連携による基幹業務システム構築の検討が必要であることが明らかになった。そこ
で、エクセルでの業務効率化から基幹業務システムの開発運用の経験が豊富である本専門家に依頼した。

工場内

■専門家による具体的な支援内容

受注、配送、請求、生産計画等のメイン業務について、IT化のためのミーティングを
開催し、実際の業務手順と各業務で使用しているデータを社長以下、各部門責任者、
システム開発業者担当者にも出席いただき、現状整理、確認していただいた。
各部門で使用しているデータを共有化できないか、重複管理されているデータはない
か、それぞれのデータをどの部門が管理するのが最適なのかについてディスカッショ
ンを行い、今回、費用対効果も勘案し、具体的に製品在庫情報のデータ化、共有を最
小限の仕組みで行う事を提案し実行していただく事となった。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCcAAJ

業務フローを整理し各部門の情報連携を明確にすることができ
ました。稼働中の販売管理システムの各部門での利用状況につ
いても理解できました。現在、生産計画部門では販売管理シス
テムの情報を有効活用できていませんが、運用方法を見直すこ
とにより利用できることが分かり、少ない投資でシステム化で
きる目処を得ることができました。
IT化の推進は今後も必要と考えておりますので、情報システム
戦略の策定や業務プロセスの見直しなどを継続したいと思いま
す。

稼働中の販売管理システムを改良して生産管理業務をシステム化することに決定した。販売管理
システムの運用ルールの見直しも必要であるため、試行を2019年1月から開始することになっ
た。この変更により、目視での棚卸し時間を自動化でき、2人で毎日2時間かけて行っていた作業
が、月1回ですむようになり、90％以上の時間削減効果となった。また在庫情報の共有化によ
り、1)前日の生産計画の当日修正可能、2)遠隔地での在庫状況の把握と販促、3)商品の先出し・
先入れの徹底で業務効率アップにつながる改善となった。 社内システム概要

高砂食品 株式会社

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：98人
■資本金 ：8,100万円
■創業 ：明治40年
■住所 ：青森県平川市日沼富田36
■企業概要：各種麺商品の製造・販売

販売データと連携した生産管理システム構築の戦略策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

長谷川 直宏 氏

青森県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

IT
活用
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■氏名 ：鷹野 秀征
■保有資格：復興庁復興推進参与(元)
■専門分野：CSR・農商工連携等

東北各地の復興事業に関わってきた中で、当社の
地域復興にかける熱意は非常に高く、まさに地域
のための事業として成長している。
飲食や観光など6次産業化により地域に人を呼び
込み、さらに活気ある地域づくりに貢献すること
を期待したい。

岩手県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は東日本大震災から5か月後に県内初の新規水産加工企業として設立し、岩手県釜石産イカ、サンマ、
鮭、水タコ等を主原料とした主に生食向けの商品の加工・販売をしている。創業後、順調に売上を伸ばしてい
る中、更に生産物の価値をあげていくために、水産業の6次産業化を目指した事業戦略等について当機関に相
談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が企業訪問によりヒアリングしたところ、具体的には、スラリーアイス便（シャーベット状の
氷を利用したクール便）を活用した販路開拓と新たな商品開発や、第2工場の建設、飲食店出店などの展開
や、水産体験観光との連携を進めることを検討しているが、事業全体の戦略や立案等について、専門的な知見
を必要としていることがわかった。そこで、東日本大震災後、当地域の水産加工業者をはじめ多くの支援をし
ており、またCSRコンサルティングが専門で、経営戦略立案や農商工連携等の支援実績が豊富な本専門家に依
頼した。

清潔な工場内

■専門家による具体的な支援内容

釜石復興を目指して震災後に設立された水産加工会社の「志」と、これまでの実績を
踏まえて、将来ビジョンを明確化。地域資源を生かした地域経済波及効果を最大化す
るための水産6次産業化戦略策定を支援した。具体的には、1)ブランド化・新工場建
設、2)飲食店事業、3)水産体験観光事業、4)養殖事業の4事業に整理し、各事業毎の目
標と、事業間の相乗効果を狙った全体目標の両面から戦略を練っていった。また同戦
略に基づき、平行して農林水産業関連の公募型助成金制度への申請内容の検討と申請
書作成を支援しつつ、地域内外の大学や観光事業者等との協業体制づくりを支援し
た。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000zDJLxQAO?advisor_field_id=

当社が水産業の6次産業化を進めていこうとしている中で、事業
内容、戦略等、整理がつかないでおりましたが、鷹野先生の分
析力と丁寧な指導により、それを明確化することが出来まし
た。今後、実践していく上で、引き続きフォローアップして頂
きたいと思っております。
釜石産の魚介類に付加価値をつけて、おいしい魚を全国にお届
けすることはもちろん、6次産業化を推進し、地域経済の発展に
貢献すべく、取り組んで参ります。
鷹野先生、ありがとうございました。

新たに取り組む事業を、「収益をあげるためのブランド化、テストマーケティングの場として位
置づけた飲食業の展開」や、「インバウンドを強みとした養殖場を含んだ観光業」など具体的に
編成。それぞれの事業内容、売上、初期費用、ランニングコスト等の分析を行いながら、当該事
業内容について、某法人の公募型助成金制度へ申請することもでき、事業全体の戦略を固めるこ
とが出来た。

商品紹介

釜石ヒカリフーズ 株式会社

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：28人
■資本金 ：1,500万円
■創業 ：平成23年
■住所 ：岩手県釜石市唐丹町字小白浜568番地
■企業概要：水産加工

更なる釜石復興を目指した水産業の６次化への事業戦略支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

釜石・大槌地域産業育成センター
構成機関

鷹野 秀征 氏

いわて中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：菊池 明子
■専門分野：事業再生

自分の経験・知見を基に企業に寄り添い、本企業
のあるべき姿に近づけるべく有益な支援であっ
た。
一方、今回の支援が絵にかいた餅に終わらないよ
う、事業の工夫や他店との差別化戦略・施策をど
う進められるか、が今後の業容拡大のカギになる
と思われる。

宮城県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、明治初期に「廻船問屋」として創業。法人成りした昭和52年に旅館・飲食業に業態転換し、東日
本大震災以降はレストラン・惣菜部門を主軸に事業再編した。新代表は14代目としての基盤作りを進めてい
るが、本人が思い描く「本企業の特色・強み」を生かした事業構想の戦略的な具現化に向け、中長期視点での
事業計画策定と実行スキーム・体制づくりが急務であることを痛感し、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点Coがヒアリングを行ったところ、東日本大震災後の復興が進む同市では、商圏人口が店舗がある市街
地から郊外に移行しており、「店舗にどう人を呼び込むか」が課題となっていた。現状を把握し、老舗の味を
活かした新メニュー・新サービスの展開を構築し、具体的な方策を整理する必要があるが、多忙のためにその
時間が取れないのが実情である。課題解決のためには、専門家の支援が必要であると判断。事業部単位での商
品・市場提案や事業戦略策定にも精通し、豊富な支援実績を有している本専門家に依頼した。

中長期事業計画サマリー

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、現状分析を行った。具体的には、本企業が提供する商品・サービス・
現行メニュー等の競争優位性・強みを把握し、「誰に・何を・どのように」を分かり
易く見える化≒数値化 した。併せて、部門ごとの顧客属性・売上貢献度分析を通じて
「魅せるメニュー」と「儲かるメニュー」を検証。そのうえで、老舗「松竹ブラン
ド」の活かし方、基本方針・ビジョン・コンセプトづくり等による安定した経営基盤
づくりを助言。月ごとの売上をチェックしながら、次のアクションプランを構築して
いく考え方など、儲かる仕組みづくりのアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SOlxvAAD?advisor_field_id=

これまで自分ひとりで何とかしなければ、と思い悩み悶々とし
ていたことが、菊池先生との出会いにより、実情に沿った助言
や考え方について学ぶことができ、ひとつ一つがクリアになっ
ていく自分に気づきました。
今後、いつまでも地域に愛される割烹「松竹」であり続けるた
めに、口コミ等による情報発生力を高めていきたいと考えま
す。これを機により効果的な広報活動についても、継続的なア
ドバイスが得られると大変助かります。本当にありがとうござ
いました。

事業承継後の中長期計画の策定にあたり、現状認識と目標の設定、継続した店舗運営に向けてや
るべきことを明確にすることができた。その中で、コアとなるレストラン事業に重点を置き、老
舗ブランドを生かした女性が入りやすい店づくり、新鮮な地元食材をふんだんに用いたメ
ニュー・サービス開発を行った。今後、経営基盤を安定させる為には、新事業の創出も念頭の
上、年間売上目標を「現状 の2,000（万円）→ 平成35年5,000（万円）」とした。当面は売上
250（万円）/月、利益10%を目標とし、FL比率（原価＋人件費÷売上）60%以下を目指してい
くこととした。 老舗ブランドの店づくり

有限会社 阿部新

■業種 ：飲食業
■従業員 ：5人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和52年
■住所 ：宮城県石巻市中央2-7-23
■企業概要：割烹お食事処「松竹」・惣菜

確実な事業承継と「松竹」のブランド確立・成長戦略事業化支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

菊池 明子 氏

宮城県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

事業
承継
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■氏名 ：森川 恒
■プロフィール：アートディレクター
■専門分野 ：販路拡大、促進支援

開業35周年にあたり、これを全面的に活用し、お
客様の掘り起こしを行った。35周年をビジュアル
化し、期間中ご案内と共に訴求した。

秋田県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和59年創業の秋田市内に店舗を構える老舗割烹である。創業以来35年間「化学調味料ではない本
物の味」を信条とし、接待利用を中心に、秋田県内外の顧客から、秋田の自然が育んだ海と大地の恵みを活か
した郷土料理が愛されてきたが、交際費縮小等の市場環境変化により、近年は厳しい経営を余儀なくされてい
た。今回代表者より、「経営立直しのために、情報発信力を強化し、新たな顧客開拓を軸に現状を打開した
い」と当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点のCoによるヒアリングの結果、本企業の創業35周年に合わせた効果的なブランディングと情報発信が
必要であることがわかった。そこで、本企業の長年にわたる馴染み客であり、店の魅力を来店客層を知り尽く
しており、販路拡大・販促支援課題に関して高い専門性を有し、実績も豊富な本専門家に依頼した。

記念メニュー

■専門家による具体的な支援内容

創業記念日である11月３日に向け、新規顧客を獲得し、売上げ拡大するための情報発
信力を強化した広報活動プランを提示した。具体的には、本年を「お客様感謝年」と
して、5ヶ月間に及ぶ販促活動（周年祭企画）をスケジュール化することで、最大の
チャンスとし販売促進につなげることとした。 1）5月は顧客情報としての名刺整理や
DM発送用のデータ入力の準備期間とすること。2）6月～8月は、旬の料理と特典サー
ビスを掲載をした店舗カードを来店者に配布することで、既存顧客から新規顧客への
口コミを利用すること。3）9・10月は記念月間とし、御礼文と記念コース料理を掲載
した案内状を発送すること。4）顧客からの予約は、事業者が自ら電話対応し、感謝を
述べるコミニュケーションを重要活動として助言した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000eGhdDAAS?advisor_field_id=

よろず支援拠点の鎌田先生、森川先生には、これまでの経営の
見直しを気付かせていただきました。皆様には大変感謝致して
おります。
お客様に喜ばれ、スタッフに喜ばれ、利益の出る営業を目指し
ます。来年からは新たなメニューの提案を行っていく予定で
す。今後共、ご支援よろしくお願い致します。

今回の35周年企画の取組みの成果として、3割の顧客がDMに関心を示し来客へと繋がった。ま
た、HPの更新にも注力したことで、情報発信力の強化もできた。口コミによる新規顧客の開拓
にも繋がり、女子会を結成して月1回開催することで、新しい顧客の獲得にも繋がり、入船料理
体験談としてSNSでのさらなる拡散が期待できる。経営改善計画の策定により、「食材の仕入れ
原価と経費の見直し」を徹底的に行い、毎月のモニタリングを継続して実施した結果、今期は仕
入れ原価3ポイントダウン、固定費は約2割カットになり、黒字化を達成することができた。 35周年のロゴ

有限会社 入舟

■業種 ：飲食業
■従業員 ：6人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和59年
■住所 ：秋田県秋田市山王2丁目10-10
■企業概要：日本料理店経営

創業35周年記念企画の取組みと経費削減による黒字化を実現

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

森川 恒 氏

秋田県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促
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■氏名 ：千葉 亮
■保有資格：ITマスター
■専門分野：経営デザイン

創業間もなく急変していく経営環境の中、「今」に
合わせた仕組みではすぐに足枷となってしまいま
す。今回は柔軟性の高い業務デザインとしました
ので、状況が変化しても夢の実現に集中できる環
境となれば幸いです。

山形県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昨年創業し、『贅沢なキャンプ』をテーマにグランピング体験宿泊サービスを運営している。併設する
カフェを10月にオープンさせたほか、季節に応じてビアガーデンや、ゲストハウス・DIYができる工房、雑貨
販売など様々なサービスを今後随時展開する予定である。受注・サービス提供・会計までの動線、会計業務
（売上・顧客管理や確定申告）の煩雑化が、今後業務を圧迫していくことが予想され、その効率的運用やシス
テム化の是非、さらに経営者が見るべきお金のポイントについて当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

税務上の損益計算と、日々の資金繰りのためのキャッシュフロー管理は目的・積算手法が違うことから、管理
業務は出来るだけ簡素化する必要があることが明らかになった。現状のお金の流れを整理したのち、必要に応
じたシステム・ハード導入を検討していくことが課題であると判明。そこで、ITを活用した経営管理の知識が
豊富であり、自社の会社運営において資金管理・会計処理等の業務に精通し、本企業の課題に多角的視点から
の支援をアドバイス出来る本専門家に依頼した。

当社のグランピングサービス

■専門家による具体的な支援内容

Cash In Cash Outの流れと、エアレジ、エクセル管理表などのツールの活用状況と主な
決済方式等についてヒアリングし、変動費・固定費に分けて、関係する業務の流れを
整理した。また、オリジナルテキストを活用したインプットと、ワークショップを重
ね、必要な預金残高の目安や資金調達を検討するタイミングなど、実践的な助言も
行った。また、今後のビジネス展望を元にしたディスカッションでは、将来付加して
いくべき機能や、最適な情報の流れと検討すべきシステムについて俯瞰的に整理して
いった。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfM4aQAE?advisor_field_id=

千葉さんの質問は、まず「現状の問題は？」ではなく、「将来ど
うなりたいのか」でした。すると、現状感じている課題だけでな
く、今顕在化していない潜在的なものまで具体的に見えてき
て、目指す将来像のため「今できる事は何か」という視点で

これまで、感覚的、平面的に捉えていた経理業務が、仕入れ・人件費等の支出、売上まで図式化
されたことで、お金の流れの全体像が一元化され明確となった。また注文・決裁・経理がフリー
ソフト機能のフル活用により日々の業務・人の動線についても簡素化され、即時的に連動するこ
とでこれまで月1度丸一日かかっていた業務が1～2時間程度で済むなどの効率化につながった。
今後目指す業容拡大時にも、導入すべきシステムや管理項目・予算のイメージがわき、不安なく
進めることが可能となった。

GLAMPiC

■業種 ：宿泊・飲食サービス業
■従業員 ：3人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成29年
■住所 ：山形県山形市新山514-1
■企業概要：カフェ&グランピング施設運営

キャッシュフロー見える化で業務効率化と資金管理を実現！

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人 山形県企業振興公社
構成機関

千葉 亮 氏

プラットフォームやまがた連絡協議会

専門家

地域PF

整理した業務フロー図

考えられるようになりました。また、具体
的なアクションも手の届く範囲で教えてい
ただけたので、短い支援でしたが得たもの
は大きかったと感じています。

創業
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■氏名 ：齋藤 貴史
■専門分野：ハローワーク相談員経験を活かした
人材募集、面接等の選考技術、評価制度による人
材育成

求人は希望人材像を想定した表現と公開方法が重
要です。WEB活用も含めた求人改善のほか、選考
手法や定着・育成については、失敗防止策と成果
向上策という両面からの対策・手法をご助言しま
した。

福島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和46年に創業し、平成25年に現代表が事業承継した精密板金加工業である。平成27年度にミラ
サポ専門家派遣を実施し、WEBを活用した営業戦略の策定及びHPのリニューアル支援を行った。その結果、
既存及び新規顧客からの需要が増加したが、現状の人員体制では、その需要に対応しきれなくなった。人材不

足は深刻であり、「人材確保と育成」という喫緊な課題に対して、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当者がヒアリングを行ったところ、効果的な求人の出し方と媒体の活用法、面接の留意点、採用後
の定着など、採用全般の課題に関しての助言がほしいという具体的なニーズが明らかになった。また、自社
HPには、ハローワークの求人番号へのリンク掲載の記載しかなく、魅力的なWEB求人ページの制作が必要で
あると判断した。そこで、人材採用と育成に関する支援経験だけではなく、WEB活用の実績も豊富な本専門家
に依頼した。

以前の自社HP
（求人番号のみ掲載）

■専門家による具体的な支援内容

まず始めに、現状のハローワーク求人票掲載内容について、応募者目線から改善点を抽
出。採用したい人物像や職種別に求人を分け、「待遇などの条件、資格取得支援制度、
未経験者歓迎」など、求職者が応募したくなる情報を掲載することを助言した。次に自
社HPにも魅力的な求人ページの追加掲載及び、無料求人サイトの活用を提案し、求人
ページ作成の仕方・ポイント（人材育成シーン、作業シーンをビジュアル化）をアドバ
イスした。併せて、WEB掲載する原稿作成に向け、企業や仕事の魅力・求める人材像等
の情報を整理したうえで、求人ページの制作を進めた。さらに、採用選考のポイントと
職場定着に向けた施策、育成を図るための人事評価制度と定期個別面談の仕方など、採
用と育成・定着に関する助言を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfjGqQAI?advisor_field_id=

人材確保と育成が喫緊の課題となっていましたが、具体的に何
をどうすればよいか悩んでいたタイミングで、相談したいこと
に対して、現状分析や提案だけでなく、課題ごとに、具体的で
実践的なアドバイスをいただけたのがとても有難かったです。
また、どうしても私たちは企業側からの目線で物事を考えてし
まいますが、求職者の目線から自社のことをどう伝えるか考え
たことで、自社の魅力を言語化できたことも嬉しかったです。
今後助言いただいたことを活かして、自社で求人ページを運営
することで、成果につなげたいと思います。

本企業の自社HPと無料求人サイトにおいて、魅力ある求人ページの掲載ができ、求職者が応募した
くなる内容に生まれ変わった。また、今後は自社WEB担当者が柔軟に運用できるようになった。
その結果、採用面接にきた応募者の9割の方が当社のHPを事前に見たと回答し、本企業が求める人
物像とのミスマッチングが事前に防げていることと、本企業の魅力を事前に伝えられていること
で、求める人材が雇用できていることを効果として実感できている。

魅力的な求人ページが完成

株式会社 芳三工業

■業種 ：製造業
■従業員 ：98人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：昭和46年
■住所 ：福島県三春町大字熊耳字山ノ内369
■企業概要：精密板金加工業、製缶加工業

WEBを活用した効果的な人材募集方法の構築支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

福島県産業振興センター
構成機関

齋藤 貴史 氏

ふくしま中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

雇用
労務
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■氏名 ：土屋 恵子
■保有資格：ITコーディネータ、

キャリアコンサルタント
■専門分野：企画デザイン・販促支援/人材育成

商品自体が持っている力を時流に合わせて素直に
表現することを心がけています。事業主様の気づ
いていない強みを確認しながら、ネーミング、
パッケージデザインに活かしました。

茨城県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業の中核事業であるタイヤ販売の売上げ低下が加速しており、5年前から野菜直売事業も行っている。そ
の事業の一環として、焼き芋を丸干しにした商品を開発し、小売価格500円（300g）で販売を開始した。こ
の価格は一般的な小売りの半値以下であり、通常の問屋卸売り価格に相当する。そのため、販路を拡大した際
に、流通経路での販売コストに対応できなくなることが懸念される。相場小売価格は4000円/㎏であるが、本
企業では、3000円/kg程で販売拡大したいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関にて現状と問題点についてヒアリングを行ったところ、商品としての完成度が低いことが分った。そこ
で、1）1パックの量300gを150gに減らし600円とする。2）見た目の美しさを追求する（商品としての完成
度を上げる）。3）パッケージのデザイン（シールにて対応）で手に取りやすさを演出する。4）お客様が納
得する商品のネーミングとする等の課題を設定したうえで、デザイン支援の実績があるだけでなく、販売企画
の提案もでき、将来の事業拡大に貢献できる本専門家に依頼をした。

パッケージと同デザインの
サインボードを持つ

寺嶋代表

■専門家による具体的な支援内容

この商品は、芋の糖度の高さから乾燥途中に蜜が出て黒くなってしまうが、その弱点を

「美味しさ・甘さの証拠・強み」としてとらえて、商品開発することを提案。ネーミング
については、流行り傾向にある言葉を経営者と意見交換しながら、数点の案を選出した。

干し焼き芋を数本入れた商品は、「蜜が美味しい、皮も食べられる、無添加、濃厚である
こと」をパッケージデザインに取り込む事を提案。高級感があり、焼き菓子ブリュレのよ
うであることから、洋風なデザインと色使いとした。また一本売りの商品には、美容と健
康を打ち出したキャチコピーを入れるように助言した。今回、蜜の多い芋については、イ
ンターネットでも販路拡大していくことが決まった。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000YE6l8AAD?advisor_field_id=

桜川市商工会の名物つくり委員会に出品した「干し焼き芋」の
より良い商品化のため茨城県よろず支援拠点を通じて、土屋先
生を紹介いただいた。
食に対する専門性が高い土屋先生は、干し焼き芋から出る
「蜜」を、おいしさの象徴とする提案をされ、この気付きで商
品に命が吹き込まれたと感じた。
課題であった商品のパッケージングも手ごろな量目となり、丸
ごと・半割・スライスとバリエーションを広げることができ
た。これからも土屋先生と協力しより良い商品開発を続けてい
きたい。よろしくお願いします。

今回課題であった蜜で黒くなってしまう弱点を逆転の発想で「蜜いも」とネーミングすることで強み
とし、さらに洋菓子風に見立てたデザインにすることで、この商品は大きく生まれ変わった。また
「無添加」「皮も食べられる」などを記載することで、「健康志向」「自然食志向」を顧客に打ち出すこと
ができた。贈答用品としてシールで装飾したオリジナルBOXを用意し、販売拡大を広げることがで
きた。この「蜜いも」は発売当初（9～10月）前年同月比120%の売上となった。さらに、芋の糖度
の上がる冬に向けては、150%以上の伸びを期待している。 蜜いも・ブリュレ

有限会社 マテリアル茨城

■業種 ：各種商品小売業
■従業員 ：7人
■資本金 ：300万円
■創業 ：平成15年
■住所 ：茨城県桜川市長方999-5
■企業概要：タイヤ販売・野菜販売

逆転発想で弱点を魅力に変えた商品開発・ブランディング支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人茨城県中小企業振興公社
構成機関

土屋 恵子 氏

いばらき中小企業サポートネットワーク

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：中村 昌民
■保有資格：ISO9001審査員
■専門分野：品質管理、生産管理

経営者の意図を大切にし、現場が強く動機づけら
れるように工夫した。組織運営面での課題も明確
になり、持続可能な体制づくりが出来た支援で
あった。

栃木県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和47年に創業した、長瀬産業株式会社グループの包装容器メーカー。食品関係を中心に、エレク
トロニクス、化粧品、メディカルなど幅広い業種の企業と取引を行っており、常に高度なモノづくりが求めら

れている。しかしながら、製造現場では、「指示待ち」の傾向があるなど、課題も多い。社員一人ひとりが「モ
ノづくり」に意欲を持ち、自らが課題を見つけ出し解決できる強い組織を3年以内に構築するために、専門的
知見に基づいたアドバイスが欲しいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点のCoが本企業の製造現場を訪問し、品質向上・生産性向上への現時点での取り組み状況を確認すると

ともに、経営者および幹部社員へのヒアリングを実施。その結果、「主体性の高い社員」の育成が必要であり、
モノづくりの第一線において、現場目線での提案や動機づけ、経営者視線での幅広い助言が必要であると判断
した。候補とした3人の専門家の中から、品質管理や生産管理の分野での現場経験が豊富な本専門家に支援を
依頼した。

問題点の見える化シート

■専門家による具体的な支援内容

工場内の主要メンバーから「現場の問題点」を事前に抽出。現場リーダーへのヒアリン
グを通じて課題を深掘りし、課題の関連性等を分析した。具体的には、「業務遂行、組
織、仕組み、製品、製造工程」と、5つのテーマごとに問題点を整理したうえで、問題
点の可視化と共有化を図るために、現場目線の「見える化シート」を作成した。「見える
化シート」を元に、経営幹部を交えて、収益悪化との関連性や「見える化」した問題点の
重要性・優先順位を討議。目標設定、人材育成を含む体制整備、管理の仕方など、「製
造現場としてのあるべき姿」を提示。「現場リーダーを核に、製造部全体としてメン
バー自ら改善に取り組む組織」構築に向けた目標設定と実行プロセス、日程などの実行
計画策定を課題ごとに指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jOO47AAG

中村先生から、現場の課題を一つひとつ紐解き、関連付けて整
理することで、問題点が「見える化」できるよう支援していた
だきました。課題に対しては、的確で時には具体的な提案や考
える糸口をアドバイスいただき、会社として取り組むべき優先
課題が明確になりました。
おかげで改善活動の組織化ができ、全社一体となって運営して
いく仕組みが完成しました。今後、更なる強い製造現場実現に
向け中村先生の継続支援を受けてゆきたいです。

従来から、QC（品質管理）活動を行っていたが、製造現場での個々の活動であった。今回の支
援を通じて、「組織力強化」という目標を現場全員で共有。現場リーダー5名が核となって全員
で問題点を抽出し、解決策を講じることで、チームとして現場改善に取り組んだ。その結果、現
場における組織的な改善活動が可能になり、組織力強化につながった。また、経営的な重要性判
断をテーマ設定時に加えることで、達成時の成果に結び付きやすくなった。本年中に、5つの
テーマのすべてでPDCAの１サイクル目が開始される予定。「儲かる工場」をスローガンに掲
げ、全社員への波及効果と、さらなる5S改善が見込まれる。

リーダーによる
改善活動の様子

寿化成工業 株式会社

■業種 ：製造業
■従業員 ：90人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：昭和47年
■住所 ：栃木県鹿沼市さつき町7-9
■企業概要：シート成形品の開発・製造・販売

課題の「見える化」による製造現場の組織的改善活動支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

中村 昌民 氏

栃木県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

もの
づくり
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■氏名 ：茂木 三枝
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：創業・経営革新支援

後継者は、おもちゃコーディネーターの資格を取
得、玩具小売業に関する専門的知識を有してい
る。接客、営業面では、能力を発揮しており、申
し分ない。今後は、経営全体に携わり、事業を成
長させることが期待される。

群馬県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は大正10年に創業した、木製玩具・キャラクター商品等を取り扱う県内有数の玩具小売業である。以
前は高価格帯の雛人形を扱っていたが、外資大型玩具店の出現により、提案営業による「差別化戦略」の販売
方式を強めてきた。現在は、教育施設や公民館等の公共施設を対象とした販売も展開している。現経営者夫婦
は4代目後継者となる二男（29歳）に事業承継を進めていきたいと考えているが、経験と工夫で築き上げてき
た経営ノウハウは暗黙知化してしまっているため、どのようなステップで事業承継に取り組むべきか悩み、当
機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行ったところ、現経営者は「お客様一人ひとりへの丁寧な接客」を理念とし、その想い
は後継者も折に触れて体得してきている。しかしながら、暗黙知化した経営管理ノウハウを後継者へ体系的に
説明することは難しく、接客・販売を担当してきた後継者への具体的引継ぎはまだ成されてない。本企業の事
業承継は、伝統的家業を継続した経営ノウハウを棚卸しするとともに、第二創業の視点に立って後継者の経営
参加を進める支援が必要であると判断した。そのため、県内の小売業に精通し、第二創業・新規創業支援の実
績が豊富である本専門家に依頼した。

専門家によるヒアリング

■専門家による具体的な支援内容

いままで後継者は財務管理に関わってこなかったため、経営状況の詳細を把握していな
かった。後継者が過去3年間の部門別月別売上を入力・分析することで、経営の現状を数
値で把握できるように指導した。また、季節変動指数を算出した上で、今後の部門別売
上目標・客数目標設定方法等を助言。後継者を中心に事業計画を作成し、計画を実現す
るための行動計画を指導した。具体的には、在庫管理・季節商品売上管理等の経営管
理、レア商品のネット販売・不良在庫の活用・子育て冊子の産婦人科への配布等の営業
戦略、人材育成計画作成等を提案した。後継者に毎回宿題を出しながら、具体的な支援
を進めることができた。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SRSlhAAH

茂木先生には、平成15年に経営革新計画作成支援を受け、「木
製玩具で親子の絆の大切さを提供できる店」として承認を受け
ることができました。経営革新計画を作成し、中期目標をも
ち、事業を成長させてきました。今回は、事業承継をすすめる
ための支援を受けました。後継者である息子が入社し、イベン
ト企画運営、卸先営業などに携わってきました。営業面では、
お客様に喜ばれ、信頼と実績を積み重ねていると感じていまし
た。今回の支援で、経営について学び、経営者としての自覚を
持ち、お店を成長させてほしいと思っています。

平成30年度収支計画を作成し、部門別売上目標や経費予算、利益目標を明確化し、営業の見直し等
に活用することができるようになった。また部門別の課題を把握し、対応策を打っていくことの重
要性も理解できた。今まで親子で事業承継に関する話し合いの時間を持つことはなかったが、今回
の支援をきっかけに時間を共有し、相互理解を進めることができた。また、今後の経営会議開催も
定着し、経営の現状を踏まえたうえで、中期的なお店づくりに取り組んでいく予定である。

現経営者夫婦と後継者

有限会社 黒田人形店

■業種 ：玩具小売業
■従業員 ：5人
■資本金 ：300万円
■創業 ：大正10年
■住所 ：群馬県前橋市千代田町2-7-17
■企業概要：木製・伝統玩具販売、イベント開催

百年企業で円滑な親族内承継を目指した経営ノウハウ支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人群馬県産業支援機構
構成機関

茂木 三枝 氏

群馬県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：福田 隆
■保有資格：品質管理推進責任者
■専門分野：5Sの実践指導

製造現場では、生産計画や各作業のスキルな
どの「見える化」すべき事項がまだまだ多い
が、従業員が前向きに取り組んでいるので、
今後の進捗が期待できる支援であった。

埼玉県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和47年に亜鉛めっき薬品の開発メーカーとして創業。「金属表面処理の総合プロデューサー」と
して、「亜鉛めっきの問題解決」をあらゆる角度からサポートしている。 亜鉛めっき市場での活動を中心に、
前処理から後処理、排水処理薬品に至るまで、フルラインナップの薬品を取り揃えている。かねてより5Ｓや

人材育成に取り組み、ムダ削減とコストの削減を実現してきた。今後は働き方改革を視野に入れた「さらなる
生産性向上」を目指し、「業務の見える化」を進めたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のヒアリングの結果、新人採用が厳しい昨今、現在の従業員のみで生産性を向上させるには、モノの整
理のみならず作業そのものを見直すことで、作業時間の短縮と業務の効率化を実現する必要があると判断。そ
こで、5Sアドバイザーとして高い専門性と豊富な支援実績で、今回の業務改革に最適である本専門家に依頼
した。

イレクターを活用した
工場内の整頓

■専門家による具体的な支援内容

今回 『作業記録の見える化』 について支援した。本企業では、従来より製造作業を記録し
ているが、記録すべき事項が曖昧であり、トラブルが発生した場合の原因を容易に追究で
きない状況であった。そこで、実際に使用されている製造記録書を例に、改善すべき事項
を議論しながらアドバイスを行った。特に秤量記録、原料のトレーサビリティー、作業記

録（時間・作業者）、記録の検証、合否判定、出荷記録等について、具体的に起こる可能性
のある品質異常を想定したうえで、異常発生時に原因を追究できる記録方法を指導した。
併せて、異常の報告システムや生産計画表の作成方法も指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxic7AAB?advisor_field_id=

これまで自社でも「業務の見える化」、「生産性の向上」は課題と
して意識しておりましたが、今までの慣習等により、今一歩踏
み出せない状況でした。
そんな中で福田隆先生と相談させて頂き、他業種での取組みを
例にあげながら、自社で実現可能な具体的な手法を提案頂き、
非常に感謝しております。
また、他業種での取組みの例のご説明頂くことで、従業員に
思ってもみない視点を与えることができたと感じており、その
点でも非常に有意義な支援を受けることができました。

5S活動が社内で定着し、さらに今回の「業務の見える化」により、不要なモノの廃棄、必要なモノの
置き方、生産計画や発注点管理が明確化された。具体的な数値の例としては、不用品の廃棄と製品数
の削減に取り組み、スペース確保を実現。 これにより、毎朝行っていたパレット移動の時間を30分
程度圧縮することに成功した。更にQCD（品質・コスト・納期）の最適化を図るための新人教育にも
力を入れ、標準作業の構築、作業標準書の策定にも取り組んでいる。従業員が、変化を受け入れ、自
ら変化を起こすようになったことで、5S活動やムダ取りの活動が人材育成に大きな影響を与えるよ
うになった。

工場見学会のようす

株式会社 タイホー

■業種 ：金属表面処理剤製造業
■従業員 ：20人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和47年6月
■住所 ：埼玉県川口市東領家2-37-18
■企業概要：亜鉛めっき薬品専門メーカーとして、

フルラインナップの薬品を取り揃える。

「業務の見える化」を実現！5Sの実践と生産性向上支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

川口商工会議所
構成機関

福田 隆 氏

彩の国中小企業応援ネットワーク会議

専門家

地域PF

もの
づくり
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■氏名 ：内田 雅敏
■保有資格：中小企業診断士、特定社会保険労士、

行政書士
■専門分野：事業計画策定、事業承継、

人事面の改善

事業承継で、労務の相談を頂くこととが多い。社
会保険労務士の専門知識が活用出来、企業の競争
向上に貢献出来、満足している。

千葉県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、香取郡多古町でカット野菜の製造を行っている。地元（多古産）をはじめ、近県からの新鮮な根菜
を加工して、学校給食及び食品メーカーに製品を提供している。平成30年4月に先代の経営者から、孫の現代
表取締役へ事業承継が行なわれ、新しい経営体制となった。しかし、組織面では、従業員のほとんどが定額日
給制であるため、業務に対する意識は低く、また、中間管理職の育成の仕組みについても整備されていない状
況である。そこで、今回の事業承継を機に、競争力のある組織に変革していきたいとの考えから、新たな組織
の構築と人事労務面の規定等をどのように整備したら良いかと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員がヒアリングした結果、1）現状の組織人事面での問題点の洗い出し及び改善方法について、
2）社員の能力に合わせた賃金制度への変更について、3）従業員の能力アップについて、専門的見地からの
支援が必要であることが明確になった。そのため、事業承継企業の経営改善および賃金制度、従業員の教育に
ついての支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

組織改善の支援の流れ

■専門家による具体的な支援内容

本企業が目指す「競争力のある組織変革」の実現にあたっては、単なる賃金制度の整
備ではなく、「経営層の考えを社員に浸透させるための改革」と位置付け、新代表の
方針、経営のオープン化など、企業の体質改善とすべきであると助言し、組織と制度
の構築について包括的な支援を行った。具体的には現状の組織構造と勤務実態に対す
る分析と課題の抽出を行い、現状を把握したうえで、能力制度を取り入れた新たな職
務制度策定及びそれに対応した賃金制度の見直しについて指導。あわせて、従業員の
能力アップを図るための教育計画の作成についてもアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mWkv4AAC?advisor_field_id=

事業承継直後は、従来からの従業員との関係を円滑にしていく
とともに、旧来の組織風土を競争力のあるものに変革すること
をどのように両立させるかで悩んでいた。
千葉県産業振興センターに相談し、ミラサポを活用して専門家
の指導を受けることが出来、大変満足している。
指導していただいた内容を生かし、今後も従業員一人一人の成
長と会社の成長に努め、皆様に信頼していただける企業である
よう邁進したい。

旧経営層が取組んでこなかった人事労務面での整備を、新代表が取組むことで、事業承継後の新
しい経営者としての方針を社内に示すことができた。具体的な成果としては、従業員の能力評価
を取り入れた新しい職務制度と、それに対応した賃金制度を策定することができた。半年の試行
期間を経て、来年（平成31年）4月から実施予定である。また、同時に従業員の能力アップの教
育も実施したことで、従業員同士の連携も円滑になり、従業員の業務に対する姿勢が改善される
とともに、職場の雰囲気が明るくなった。 従業員の作業風景

株式会社 土井商事

■業種 ：製造業
■従業員 ：25人
■資本金 ：1,000 万円
■創業 ：昭和37年
■住所 ：千葉県香取郡多古町御所台201-3
■企業概要：カット野菜の製造

新しい人事制度構築支援による事業承継後の組織強化

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人千葉県産業振興センター
構成機関

内田 雅敏 氏

千葉県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

雇用
労務
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■氏名 ：小林 誠
■保有資格：中小企業診断士、情報処理技術者
■専門分野：ITによる経営の効率化

様々な事業への意欲と可能性を検討する中で、依
頼者自身が持つ経験と強み、人脈を最も重視し
た。既存の競合との差別化を意識しつつ、個性を
活かす計画の作成を支援した。

東京都

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成2年に創業し、多数の有名ナレーターを擁する芸能プロダクションである。ナレーター派遣以
外にも、多角的に事業を展開しているが、社内の人員が不足しており、業務の効率化が図れていないため、本
業以外の分野で成果が出ていない状況である。今後も、事業の多角化で本企業を成長させたいと考えている
が、どの事業を中心に経営を行っていくべきか、決定しかねていた。そこで、経営効率化や事業計画の策定に
ついてアドバイスがほしいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングしたところ、本企業の中核でもある「ナレーター派遣」業務において、事務手続き等が煩
雑であること、担当マネージャーに業務が集中してしまっている現状が判明した。この状況を改善するため
に、ITの活用による業務効率化だけではなく、多角化の一環として展開している「スクール事業」を独立させ
て、事業をさらに発展させたいという意向も持っており、専門的見地からのアドバイスが必要であると判断。
そのため、中小企業診断士の資格を有し、IT活用した経営力強化の支援実績の豊富な本専門家に依頼した。

プロのスキルを広く展開

■専門家による具体的な支援内容

本企業の経営及び事業多角化への状況をヒアリングしていく中で、最終的に「スクー
ル事業」を独立させることが、業務の効率化及び本企業の事業多角化を図る上で、最
も大きな効果が得られると判断。具体的支援については、創業の際に受けられる金融
機関融資や自治体の支援制度についての説明に加え、既存業務の効率化も図るため、
顧客管理システム等のITツールの概要と補助金制度についてもアドバイスを行った。
また、本企業とのシナジー効果を十分に発揮できるよう、ターゲットとなる顧客が
バッティングしないよう差別化した上で、スクールの講師は、本企業からナレーター
を派遣するなど、事業計画の素案の作成を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJ2F7QAK

私の漠然としていた考えに対して的確なアドバイスを頂き、大
変感謝しております。
現事業の作業効率化だけではなく、新規事業についてなかなか
方向性がまとまらず足踏みしておりましたが、背中を押して頂
きました。そして、同業者との差別化から顧客管理システムな
ど、これから必要になる経営管理面のサポートまで考えて頂
き、専門家の方に話しを伺う事が非常に重要だと実感しており
ます。

今回の支援により、平成30年12月に「スクール事業」を独立・創業（社名は「株式会社
Double.」）することができた。顧客ターゲットは本企業との差別化を図り、プロの実況ナレー
ター志望の方以外にも、広く一般のビジネスパーソン、就職時期の学生、婚活適齢期の男女な
ど、会話力、コミュニケーション力、立ち居振る舞いの印象をアップさせたい人向けに、事業を
展開する方針が策定できた。また、スクールの講師に関しては、本企業所属のナレーターを派遣
するため、新たなシナジーの創出とともに、事業の柱として、今後、「スクール事業」の大きな
成長が期待できる。

事業計画の素案を作成

株式会社 オフィスアール

■業種 ：サービス業
■従業員 ：3人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成2年
■住所 ：東京都港区麻布十番3-2-7

リゾーム麻布十番402
■企業概要：芸能プロダクション

シナジー創出を実現する「スクール事業」独立・創業を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社ソフィアコミュニケーションズ
構成機関

小林 誠 氏

TOKYO中小企業活性化プラットフォーム

専門家

地域PF

創業
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■氏名 ：金子 綾
■専門分野：地域資源活用/販路拡大

販促支援/ITを活用した経営強化

もともとある本企業の魅力を情報発信に載せるこ
とで、単なる顧客を増やしたのではなく、ファン
づくりを行いました。今後は店舗でのイベントも
強化し、BtoCをさらに増やし利益の拡大をサポー
トしたいです。

神奈川県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は「日本酒と出会う人生の喜び」を企業理念とした酒販売店である。「市場流通は少ないが価値のある日
本酒」を、全国にある家族経営の小さな酒蔵から発掘し、代表者の「シニアソムリエ」の資格を生かして他店と
の差別化を図っている。都内飲食店への販売も行っているが、今後は個人客への販売を強化しようと考えてい
る。そのため情報の発信方法や認知度向上策について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングをした結果、蔵元・飲食店と協力して試飲会を実施する予定であることが判明した。しか

し「コンセプト、実施方法、集客方法」について更に検討が必要であると判断した。そこで、集客の流れを作る
ブランディングやコンセプト立案の支援実績が豊富な、本専門家に依頼した。

代表者と専門家
(支援実施風景)

■専門家による具体的な支援内容

試飲会イベントは本企業の「ファンづくり」を強く意識して実施することを指導した。
「店舗の一部をコミュニティスペースとして活用し、月に１度の試飲会を開催するこ
と」、「当初メンバーは常連の方となるが、紹介制の口コミで広がっていくコミュニ
ティを目指すこと」を助言した。試飲会実施後はLINE＠等を駆使した「参加者のコア顧
客化」による囲い込みなどの顧客管理手法も指導した。
情報の発信に関しても、昨年立ち上げた自社ブログの内容を精査し、更新頻度を高め
ることと、検索でヒットするキーワードを並べることによるSEO対策を進めることの徹
底を指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000gH6dbAAC

PRや打出し方を工夫することにより、このような結果の違いが
表れ、人通りの少ない住宅地へ来店してくれるお客様がこんな
にたくさん増えるとは思ってもいませんでした。
今回の支援は多額の費用を捻出したものではなく、一つ一つの
工夫により来客を促したものなので、やる気次第で継続しての
効果が期待できます。
今回の支援を今後も生かし、地域に愛される酒屋として更なる
飛躍を目指したいと思っています。

試飲会は「一本会」として、現時点で4回実施した。これは参加するお客様推薦の「一本」を、
他の参加者とともに試飲するもの。たいへん好評で毎回満員となり、「一本会」開催後は、参加
者にSNSへの投稿をお願いしている。これによりコアなファンの獲得とともに、知名度向上に結
びつく結果となった。これらの取り組みの結果、店舗での売上は前年比120%を達成。お店の
ファンづくりが、今後の個人客戦略においてとても重要であることが理解できた。

支援したブログのTOP

有限会社 青木萬吉商店

■業種 ：小売業
■従業員 ：1人
■資本金 ：400万円
■創業 ：昭和42年
■住所 ：神奈川県川崎市宮前区菅生3-45-1
■企業概要：酒・米・灯油等販売

コミュニティイベント開催でコアファン獲得と売上20%増実現！

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

川崎信用金庫
構成機関

金子 綾 氏

かながわ中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：木村 譲
■保有資格：販売士、マイクロソフトMOS
■専門分野：販路拡大・販促支援

ITを活用した経営力強化

企業様の課題をどのように解決するか、当社と一
緒に検討しました。
課題解決が当社の事業戦略とリンクするように意
識しながら支援を行いました。

新潟県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成22年6月に地元NPO法人関係者主体の出資で設立され、長岡市小国町にて「山の駅おぐにもっ
たいない村」を運営している。地元では唯一の「食品を中心としたスーパー」であり、農産物直売所の運営な
ど、地域の生活を支えるインフラ的存在である。今回、現場の作業効率改善による顧客及び従業員満足度の向
上を目指し、顧客情報の管理と会計時の時間短縮を実現したいと考えた。しかしながら、既存設備では効率的
な運営が困難であることから、新たなITを活用した業務改善を検討し、その活用方法と進め方に関して、当機
関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当者によるヒアリングの結果、現状ではレジや発注システムなどの各種システムが連携しておらず、
単独で機能していることが判明した。また、顧客情報も会員カードを用いたアナログ管理になっていた。これ
らを連携させることで、生産性が向上するとともに、お客様の囲い込みや売上増加につなげることができると
判断。そこで、POSレジや発注システム、ポイントカード、決済方法等の機能連携の多様化を検討するため、
ITを活用した経営力強化を得意とし、売上につながる提案に支援実績が豊富である本専門家に依頼した。

店内レジの様子

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、既存のPOSレジで「できること・できないこと」を洗い出し、今後の活用
の可能性を検討。これと併せ、顧客情報と在庫管理の連動機能をもつ高機能クラウドPOS
レジの導入を比較検討した。概算の導入費用と1日あたりのレジ通過人数、カード保持率
等から導入効果を確認。在庫点数は4,000～5,000点に及ぶため、バーコードの有無、イ
ンストアコードの活用方法等も課題となった。お客様を囲い込む方策として、ポイント
カード「山の駅クラブ」の会員増加を図るため、ターゲットを明確にして効果的な販売促
進方法を検討することとした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U8MXBAA3

今回ITを活用した事業戦略を構築する上で、現在のPOSシステ
ムにおける解決すべき課題を数多く発見でき、新たに導入する
設備に必要な機能・能力を確認することができました。
当社としては業務効率化と従業員のストレス軽減が可能となる
とともに、捻出した時間をお客様へのサービス向上に充てるこ
とが最終的な目標と考えております。
今回ご相談した木村さんは当社に寄り添い、一緒に悩み、適切
なアドバイスをしてくれました。大変有難うございました。

平成31年10月からの消費税増税を見据え、それまでに高機能クラウドPOSレジを導入すること
を決定した。既存POSレジの機能を洗い出し、「できること・できないこと」を明確化する作業
を通じ、経営者のお客様アプローチに対する考え方に変化が現れ、積極的な発言が多くなった。
今後は、顧客情報管理による効果的な商品構成や、また「山の駅クラブ」の会員増加による効果
的な販売促進策を実行し、効果的なアプローチによる売上増加が期待できる。

店舗外観

株式会社 もったいない村

■業種 ：小売業
■従業員 ：24人
■資本金 ：835万円
■創業 ：平成22年6月
■住所 ：新潟県長岡市小国町法坂720-1
■企業概要：スーパー（小売業）

ITを活用した顧客情報管理による経営力強化支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社 大光銀行
構成機関

木村 譲 氏

新潟県地域連携プラットフォーム

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：山田 清
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：販路拡大・販促支援

新しいスタッフの採用には、新規ホテルなどの
オープンが続き採用が難しい状況でありますが、
ネットを活用した募集など対策が必要と思われま
す。パートスタッフの活用により、時間対応の人
員の確保がしやすくなると思われます。

新潟県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

当企業は「半露天風呂付き客室」、「個室の食事処」、「源泉100％かけ流し貸切風呂」等を特色とする、1日4組
限定の癒しの旅館である。TVや雑誌などの各種メディアで取り上げられ「プロが選ぶホテル・旅館100選
日本の小宿」で選考審査委員会特別賞を受賞するなどしている。そのため宿泊売上は増加傾向にあるが、人手
不足や従業員の高齢化による販売ロスの発生や、顧客の満足度を維持することが問題であり課題となってい
る。旅館業務の各部門の労働生産性を向上させて、人口減時代の人手不足・労働者の高齢化に対応するためオ
ペレーション等を改善する方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行い、当企業のアピールポイントである「高級感」を維持するためには当該課題問題の
解決が急務であると判断し、販売士の資格を有し、雇用・労務関係および販路拡大・販売促進に関して高い専
門性と豊富な実績を有している本専門家に依頼することとした。

作業時間短縮マニュアル

■専門家による具体的な支援内容

サービスの質を落とさずに、業務の効率化を図ることに重点をおいた。人手不足・ス
タッフの高齢化に対応するためには各種業務の点検と見直しを実施、オペレーション
等を改善する方法の指導をした。食事の盛り付けはパートスタッフでも行えるよう手
順の整理を行い、また食事メニューを写真で記録することにより新メニューの開発や
パートスタッフの早急な戦力化に役立てるようにした。パソコンによる顧客管理やア
フターフォローの徹底を合わせて、サービスの見える化を図り少人数でもサービスレ
ベルを維持できるような指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4cAAB

日頃の業務の再点検や見直しができ、改善方法が見いだされた
と思います。人手不足のため、学生などの新規の短期バイトを
採用することが多いこともあり、既存スタッフが指導する時間
が短縮されたことは大変大きな成果です。業務の点検・見直し
を、少人数でも業務が出来る改善策を指導していただき感謝し
ています。実践可能なご指導を頂きありがとうございました。
今後、雇用・労務だけでなく販路拡大についてもご指導してい
ただきたいと考えております。

各種業務をパッケージ化することによる作業時間の短縮と忙しい時間の事前準備の段取りの仕方
を変えることで作業負担を軽くできるようになった。その結果、朝夕食時の準備作業については
それぞれ約5分ほどの時間短縮となり、また客室清掃については約10分ほど短縮できるように
なった。業務改善による、時間の短縮及びパソコンの活用による顧客管理とSNSによる販促活動
など理解し、同時に高齢化したスタッフの業務負担軽減も実現することができた。また、メール
やDMによるお客様へのアフターフォローができるようになり、前年に比べリピート客は約20％
増加した。

業務効率化された客室

うぐいすの初音

■業種 ：宿泊業
■従業員 ：2人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：明治19年
■住所 ：新潟県妙高市大字関山6087-12
■企業概要：老舗旅館

売上増加と人手不足のギャップを解消する生産性改善支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

妙高商工会
構成機関

山田 清 氏

新潟県商工会中小企業サポートセンター

専門家

地域PF

雇用
労務
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■氏名 ：出羽 ゆかり
■専門分野：ものづくり、創業、地域資源活用、

販路拡大・販促支援

25周年のプロモーションツールとして、当社の魅
力発信と集客につながる仕掛けを散りばめ、それ
らを自然な導線で印象付ける原稿に仕上げまし
た。また、課題の一つであった桑の葉を使用した
スイーツのPRも、クーポンと絡ませることで違和
感無く行えたと考えております。

山梨県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、地産地消をコンセプトに今年で25周年を迎え、地元でもファンの多いレストランである。「ス
イーツに適した桑の葉・桑の実の開発とそれを活用したスイーツの商品化」というテーマのもと、昨年「神様
のおやつグランミュール」という商品ブランドを立上げ、テリーヌやフィナンシェなどの桑の葉シリーズ商品
開発を行うとともに、販路拡大に積極的に取り組んでいる。今回、25周年記念イベントを開催し、本企業の
魅力発信と集客、桑の葉シリーズ商品の販路拡大に繋がるPRをイベントに取り入れたいと考えていた。しか
し、魅力的かつ戦略的な企画内容とPRについて、効果的な方法が分からず、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行ったところ、イベントをPRするための戦略的な計画が立てられておらず、本企業の
歴史やメニューなどの魅力を伝えるための企画やチラシの総合的デザインの立案が必要であると判断。そこ
で、グラフィックデザイナーとして「情報を視覚的に第三者へ伝える」ことを得意とし、高級食材卸売業者・

小売店に対するパーツケージ刷新支援実績が豊富で、「グランミュール」ブランドのパッケージデザインについ
ても支援実績のある本専門家に依頼した。

25周年イベントメニュー

■専門家による具体的な支援内容

25周年プロモーションの目的とターゲットに合わせ、お得感のある期間限定のスペシャル
メニューや桑の葉スイーツの周知につながる特典内容、作成物の仕様や記載内容についてア
ドバイスした。チラシは表裏で情報を分け、ファン作りを目指し、オーナー、シェフの感謝
のメッセージを入れ、読み物としても完成度を上げることで、心に訴える内容とすることを
提案した。また準備段階でメニュー撮影時のディレクションやスタイリング、よりお得感を
感じさせるサービス内容の表現を指導した。最後に、ターゲット属性に合わせるとともに、
新聞折込を視野に入れたチラシデザインについてアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfrOFQAY

今回の25周年イベントの告知のサポートをしていただいてお客
様に当店の良さや強みをうまくお伝えすることができたと思い
ます。専門家の方の見方からいろいろなご意見をいただくこと
ができ、それを告知に反映していただけました。お客様もその
チラシを持ってきてくださる方が多く、多くの方に宣伝できた
のではないかなと感じております。食べ手として考えてくださ
るだけではなく作り手としてでも考えてくださいました。
また、機会があればお願いしたいです。

オーナーとシェフの感謝メッセージを「読ませつつ記憶に残す」レイアウトが仕上がった。本企業
の店名をモチーフに、さくらの花とピンクを使った華やかさと、さくらが持つ「春や女性のイメー
ジ」が立ち過ぎないように、黒を効果的に使用したチラシになった。特に女性層にメッセージの訴
求力を最も高めたい「新商品桑の葉シリーズの紹介」を兼ねたクーポンは、親しみのある分りやす
いデザインにし、「いつか行ってみよう」と思わせる印象を残すことができる潜在意識に繋がるチ
ラシを作成することができた。特に女性客・リピーターで実際にチラシを見て来店された方が多
く、7月にイベントをスタートして当月は対前年同月比 5%アップの売上となった。

さくら茶屋 La Passion

■業種 ：飲食業
■従業員 ：3人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成6年
■住所 ：山梨県韮崎市藤井町南下條171-1
■企業概要：フレンチ、イタリアンレストラン

地産地消レストランの魅力を充分に引き出すチラシ作成支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

山梨県商工会連合会 韮崎市商工会
構成機関

出羽 ゆかり 氏

山梨県商工会プラットフォーム

専門家

地域PF

25周年イベントチラシ

販路
販促
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■氏名 ：原 祐治
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営計画作成支援

ご相談者は行動力がありましたが、家庭と仕事を
両立し時間の制約がありました。そのため、課題
を洗い出し、やるべきことを3つに絞り込んで優
先順位を示しました。

長野県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、個人事業でハンドメイド子供服のネット販売・委託販売をメインに創業した。平成29年より自宅
アトリエにロックミシンや職業用ミシンを増設して洋裁教室を始め、物販から洋裁教室への転換を計った。こ
の転換は売上拡大に大きく寄与し、売上高対前年比360％を達成することができた。洋裁の技術レベルも制作
物も違う様々な生徒に個別対応のレッスンを提供しながら、引き続き子供服のオーダー受注や販売も外部サイ
トで続けており、生徒数増加に伴う事務作業の負担増が経営者を圧迫し始めていた。そこで業務効率化ととも
に、提携アトリエや認定講師の育成について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点のヒアリングによると、当初は無作為にレッスンメニューを考案・展開してきたため本企業の負担も大
きく、生徒が一定数集まった現状では受講満足を高めることが難しくなりつつあった。そこでレベル別にクラ
スを分け、ステップアップしていくコース制度を導入して効率化を図った。しかし、講師一人では、クラスを
細分化するほど開催できる各クラスのレッスン日は少なくなり、既存生徒は通いづらくなる。そこでインスト
ラクターを養成して、同じレッスンを提供できる体制を構築することとした。今回インスタラクター養成講座
には創業塾と同様の内容が含まれていると想定しており、新役務の開発とも言えるため、経営革新や創業塾の
経験豊富な本専門家に依頼した。

洋裁教室のミシン各種

■専門家による具体的な支援内容

レッスンメニューの体系化については、既存の生徒へ周知のうえ、新規募集に活用す
るよう助言した。今後もレッスンメニューの開発・再構築をする際には、ニーズであ
る「純粋に洋裁を楽しむ」「ビジネスとしての自立」の2つを出口として意識するよう
に指摘した。提携アトリエ講師の育成については、このビジネスのトップランナーで
あることを自覚して、収益をあまり考えずに、生徒の中から講師育成の意図を示さ
ず、関係性をつくるよう助言した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTaAAJ?advisor_field_id=

物販の販売のみで売上を立てていたのですが、大変苦しい状況
が続いておりました。教室事業を始めたことで売上に変化が出
始めましたが、コンセプトが異なる2つの事業を、同じHP内で
運営することは困難であるため、物販を一度撤退させて教室事
業に集中するように、ご指導をいただきました。その後の具体
策もご教示くださり、当初はかなり戸惑いはありましたが、ポ
ジショニングをしっかり行うことで教室の方向性が明確に見え
始め、売上も安定していきました。現在も継続して指導をお願
いしております。

今年はさらに対前年を上回る見込みである。今回の支援で、教室事業拡大への対応策としてレッ
スンのコース化や講師養成講座の開講に至った。生徒を集めるために、安定的にイベント実施
し、入会への誘導もうまくいっている。また講師養成だけでなく、商品制作担当も同時に育成す
る運びとなり、物販事業も本格的な復活を目指している。提携者が3名に増え、さらなる事業拡
張や、自宅アトリエを出てテナント進出も期待できる。

クラス別のレッスン
コース案内（HPより）

Raspberry Girl

■業種 ：サービス業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成25年
■住所 ：長野県松本市蟻ケ崎4-7-5
■企業概要：洋裁教室運営、子供服製造販売

売上3倍増の洋裁教室をさらなる拡大へ導く講座開発支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

原 祐治 氏

長野県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促
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■氏名 ：庄司 正樹
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：事業継続計画（BCP）

小規模事業者のIT化 等

BCPの机上訓練まで行っている企業は大変珍し
く、経営者の危機感度の高さを感じました。この
ような実践的な活動は、緊急事態に必ず役に立
ち、事業再開を確実にすると思います。

静岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は従来から積極的にBCP策定に取り組み、管理職レベルでは、一定の認識を持って活動出来ている。し
かしながら、主任以下の一般職社員においては、BCPに対する理解がまだまだ不足している。この状態では、
緊急災害時に全社的に一体となった対応をすることが出来ず、得意先の要求に沿った事業再開が出来ないため
に、廃業や倒産に追い込まれてしまう懸念がある。全社的なBCPの日常化を目指し、一般職社員の半数以上が
BCPを理解出来るようにしたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のヒアリングにより、一般職社員がBCPを理解できるようにするためには、主任レベルの社員に対して
高度なBCP教育を行い、管理職レベルまで理解度を向上させることが必要であるとともに、一般職社員に対し
ても基礎的なBCP教育を行うことが必要であると判断した。そこで、中小企業診断士としてBCP策定支援の実
績が豊富にあり、静岡県BCP指導者養成講座の講師でもある本専門家に依頼した。

社内でのBCP勉強会のようす

■専門家による具体的な支援内容

まず、BCPを従業員全体に浸透させるための教育方法を検討し、教育スケジュールを
策定した。職制別に分けたBCP勉強会を実施し、階層に応じてBCPの理解を深めても
らったうえで、全従業員に対してDIG（災害時図上訓練）を実施し、BCPの実践感覚を
体験させた。また新たに導入した災害シミュレーションソフトによるBCPリアル机上
訓練を実施し、地図上で発生させた災害をもとに、時系列に被災状況の変化を確認し
つつ、復旧～事業再開の活動を検討した。各訓練を通じて得た気づきをBCPに反映す
る指導を行い、従業員の安否を確認するシステムの導入についてもアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UQg1dAAD

BCPに取り組み始めて6年目になりますが、当初はBCPの事業継
続計画書を作成するまでが目的となっていました。そのような
中、庄司先生と出会い、BCPよりもさらに進化したBCMまでご
教授して頂き、BCPがただの計画で終わるのでは無く、まずは
計画に有ることを実施し、さらに、図上訓練や机上訓練を繰り
返しながら、BCP計画の見直し等を行い、毎年、より精度が上
がっています。このように進化出来たのは、まさに、庄司先生
から一つ一つ細かくご教授いただいた結果の賜物だと思いま
す。素晴らしいご支援ありがとうございました。

全従業員に対し充実した訓練を実施したことにより、BCPの実践力が大いに高まった。今回導入
した災害シミュレーションソフト「TerraMapBCP」により、科学的な被害想定が可能になり、
BCPの机上訓練の精度が飛躍的に向上した。また、安否確認システム「ANPIC(アンピック)」の
導入と同時に工場耐震補強工事にも着手し、大規模地震への対応力が大幅に強化された。今後も
机上訓練を繰り返し実施することで、引き続きＢＣＰの精度の向上が見込まれる。

BCP机上訓練マニュアル

株式会社 増田鉄工所

■業種 ：製造業
■従業員 ：62人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：昭和27年
■住所 ：静岡県富士市大淵横沢2457-1
■企業概要：金型・同部分品設計製造

BCP策定先進企業における全社的BCM活動支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

富士商工会議所
構成機関

庄司 正樹 氏

静岡東部地域中小企業支援ネットワーク

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：岸本 圭史
■保有資格：ITコーディネータ
■専門分野：小規模事業者への経営支援

IT利活用支援

ローカルベンチマーク診断を活用し、業務上の課
題およびIT化すべき内容の検討を実施しました。
今回は、相談者様と経営実態を共有し、改善を進
められた事が良い成果につながっていると考えて
います。

静岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和59年に創業し、金属部品の表面処理・加工・組み立て業務を行っている。現在人員不足であ
るが、求人募集しても人が集まらない状況にある。そのため、昔ながらの業務（事務作業、在庫管理、生産管
理等）を改善・効率化することによって人員不足をカバーしたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のヒアリングによると、本企業はIT化による業務改善・効率化を目指しているが、解決のためには本企
業独力では難しい状況にあった。具体的にどの程度の費用を投資し、どのシステムを活用すれば最適な改善と
なるのか、本企業に合った提案をしてもらいたいとの要望があった。そこでITを活用した経営力強化、販路拡
大、販売支援において高い専門性を有し、実績が豊富で課題解決できる本専門家に依頼した。

ローカルベンチマーク

■専門家による具体的な支援内容

在庫管理、生産管理、事務作業等の非効率・ムダ・ムリの改善を実現する為、実業務
の確認からIT活用による効率化、会社全体の事業成長への貢献を検討した。既製のIT
システムやソフトウェアから選定するのは多大な費用がかかる。その為、具体的に詳

細な要望・条件を確認・整理し、「Access」、「Excel」のように事務担当者でも使い慣れ
ているシステムを利用することで「必要最低限のシステム化」を安価に実現できるよ
うにした。さらに活用するにあたり、ある程度の部分まで自社内の情報整理と、シス
テム活用による業務改善の見通しを立てる必要性について、今後検討していく必要が
あることをアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Wsp5iAAB?advisor_field_id=

浜松商工会議所の担当者に経営相談をしている中で、ミラサポ
の専門家派遣制度をご提案いただきました。
相談の一つに人材不足があり、求人しても集まらない状況から
「今の人員で業務を効率化してみてはどうだろうか」と考えた
ことが始まりです。専門家には、ITと経営改善に詳しい岸本先
生にお越しいただき、弊社の実態にあったご提案をしてもらっ
ています。
専門家ならではの視点も多く、貴重なアドバイスをいただきま
した。この考え方を参考に、これからも経営の効率化等の磨き
上げを頑張っていきたいと思います。

本企業の懸念であった生産・在庫の管理について、独自のITシステムを構築することで、業務の
効率化をすることになった。ITシステムの独自構築にあたり、最も労力と費用のかかる部分を自
社努力で共に作り上げることができた。今後、数ヶ月程度の期間でITシステムの構築を実現して
いくことになる。これにより、現場や生産計画時の在庫確認作業時間を短縮でき、在庫管理だけ
でも月に40時間の業務改善が見込まれる。また、生産計画ともリンクさせることで、パソコン画
面上で一元管理でき、生産予定、日々の進捗状況、生産現場での負荷状況の把握が可能となり、
更なる効率化を見込んでいる。

有限会社 マルナカ河西工業

■業種 ：金属製品製造業
■従業員 ：15人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和59年
■住所 ：静岡県浜松市中区高丘西2-10-1
■企業概要：金属部品の表面処理・加工・組み立て

人員不足対応のためIT活用による業務効率化を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

浜松商工会議所
構成機関

岸本 圭史 氏

浜松地域中小企業応援センター

専門家

地域PF

可視化を実現！

IT
活用
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■氏名 ：窪田 賢一
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：生産性向上・経営改善

提案に加えて、事業者様と経営課題を共有するこ
とが経営支援において最も重要であると考えてい
ます。小規模事業者ではありますが、今後も先進
的な取組みを積極的に実行されていくことを期待
しています。

富山県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、自家製天然酵母菌や小矢部産大豆を使用した「心と体にやさしいパン」を販売するとともに、障が

い者を積極的に雇用している。今後大手スーパーへの販路拡大を目指しているが、「パンの分割・丸め工程」で
の作業が遅く、品質が安定しないため、大量生産が実現できずにいた。そこで生産工程における新規設備導入
の検討と、導入に向けての実施体制づくりについて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関によるヒアリングと工場見学を踏まえ、現状の生産体制では大量生産の実現は難しく、「先端設備」を活
用した生産体制の構築が必要であると判断した。そこで新たな生産体制構築や生産性向上に関する支援経験が

豊富で、「先端設備」導入による費用対効果や収支面からの投資判断についての指導が可能な本専門家に依頼し
た。

分割・丸め工程の様子

■専門家による具体的な支援内容

新規設備の導入により、ボトルネックである分割・丸め工程を自動化することで、生
産性向上と品質安定化を図る生産体制構築を提案した。また、自動化により生み出さ
れる作業余力を他のより重要な工程に配分したり、新製品開発におけるアイディア創
出など、企画作業等の付加価値の高い作業や商品陳列、包装等、エンドユーザーによ
り近い工程を任せることで、従業員の自立心を芽生えさせ、障がい者の尊厳の確保に
努めるよう助言した。
併せて、金融機関・商工会担当者とともに事業計画を精査し、経営力向上計画・先端
設備等導入計画作成についても助言を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJXwcQAG?advisor_field_id=

販売戦略を実現する為の効果的な手法が専門家の支援により明
確になりました。これまでは障がい者就労支援として社会的貢
献を実現するに留まっていた為、今回、機械を導入し、生産体
制の見直しを図ると同時に、工程の自動化で捻出した作業余力
を活用し、様々な取組み・施策ができる事について具体的なア
ドバイスをいただき、今後の事業展開を着実に推し進めていく
において非常に参考となりました。
今後も先進的な取組みを積極的に実行し、当社自慢の高付加価
値パンをより多くの人達に知っていただけるように努めます。

支援により、生産性向上・品質安定化に向けて取組む事が明確になった。設備導入による分割・
丸め工程の自動化により作業時間が5分の1になり、300%の生産性向上だけではなく、大量生産
実現にともなう売上拡大により、従業員の平均工賃向上も可能となる。また、経営革新計画・経
営力向上計画・先端設備等導入計画の策定により、設備導入時の税負担軽減が見込めることか
ら、収益力向上と資金繰りの安定化が期待できる。 店名を商品名にした

自慢の「ふっくらん」

る・ふっくらん

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：4人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成28年
■住所 ：富山県射水市八塚282-2
■企業概要：自家製天然酵母菌等を使用した

パン商材の提供と障がい者の就労支援

工程自動化による生産性向上と障がい者工賃向上を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

新湊信用金庫

窪田 賢一 氏

しんきん「とやま」ビジネス応援
プラットフォーム

専門家

地域PF

構成機関

もの
づくり
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■氏名 ：山崎 英樹
■保有資格：フードアナリスト
■専門分野：新規開業創業支援・経営改善・

人材育成

商店街の中でも歴史と圧倒的存在感の老舗店が新
たな挑戦をするということで、「和カフェ」を意
識したコンセプト構築とメニューを提案いたしま
した。まだまだ変化しながら成長する可能性を秘
めたお店です。

石川県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は江戸時代に創業してから160余年、海産物等を扱う老舗乾物店である。一昨年から経営者自ら「そば」
を打ち、店内で提供していた。その味が評判となり、そば目当ての来客が徐々に増えてきたため、店舗内に本

格的に「そば屋」を開業したいと考えた。しかしながら、飲食業の経験がないことに加え、店舗づくりのノウハ
ウもないため、「そば」による集客力アップをめざすべく、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、店舗の方向性が曖昧であることがわかった。店舗コンセプトや商品コンセプト

（メニュー案）づくりの指導と、リスクを最小に抑える開業コンサルティングが必要であると判断した。そこ
で、飲食店開業に精通し、フードコンサルタントとして支援実績が豊富で、当地の事情にも詳しい本専門家に
依頼した。

かつおぶし飯セット

■専門家による具体的な支援内容

まず始めに、経営者が想定している「店のウリ」、「メニュー案」、「価格設定」、「ター
ゲット客層」を整理して、店のコンセプトを明確にするよう助言。コンセプトシートを
作成することで、他の「そば屋」と差別化する店舗設計やメニュー作りを支援した。そ
の結果、歴史のある町屋や趣き豊かな古い蔵をリノベーションして飲食空間とするこ

とや、「だしソムリエ」による「だし」のうまさをお客様に体感してもらえるメニューを
提案。店舗設計士に店舗コンセプトを共有し、設計・デザイン・工期決定を最優先で

進めること、「そば」以外のメニューも追加して、幅広い層へアプローチできるように
することを指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dpWnyAAE

乾物店として創業の当店では、その成り立ち
を活かすため本格的に蕎麦を活用した店舗づ
くりを目指そうと考えました。飲食店運営の
ために必要なこと、その方法に関してどのよ
うに展開すればよいか悩んでおりましたが、
今回専門家の方のお話をお聞きし、今後の展
開が見えてきた様に思います。

10月15日、7人の客席を11人に増やし、メニューも3品から10品以上に大幅拡充
し、リニューアルオープンすることができた。初日から「そば」目当てのお客さ
まの来店があり、来客数が2倍となった。さらに「そば」を動機に来店したお客
さまの3割が海産物をお土産に購入するという相乗効果も見られた。また事業計
画書を作成し、本業とは別に「そば店」単独としても採算が見込めるようにして
いる。

だしソムリエ

有限会社 ふる里の味すみげん

■業種 ：食料品販売
■従業員 ：5人
■資本金 ：10万円
■創業 ：嘉永年間創業
■住所 ：石川県小松市三日市町9
■企業概要：珍味や佃煮、海産物などの販売

コンセプトを明確にしたそば屋開業を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社 北國銀行
構成機関

山崎 英樹 氏

かが能登かなざわ中小企業支援
プラッフォーム

専門家

地域PF

ふぐの子アイス

経営
革新
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■氏名 ：西山 晃
■保有資格：BCAO認定事業継続主任管理者
■専門分野：BCP策定、BC訓練

BCP策定においては経営者の理解が最も大切で、
本企業は経営者がBCP策定検討会に必ず参加さ
れ、事業継続戦略を立てた所が評価されると考え
られる。

岐阜県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和50年に設立し、事業も順調に拡大して大手企業との取引も増えてきた。本企業の独自技術を用
いた製品は他社では生産できないものもあり、災害時でも取引先への供給責任を果たす必要性が高まってい
た。最近では日本各地で災害が頻発しており、大手企業からは災害時の供給体制に関する問合せが相次いでい
た。本企業はBCPを策定する必要性に迫られており、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のCoが本企業を訪問。経営者へのヒアリングと工場見学により、建物や設備について災害時の懸念事
項が明確になった。大地震発生時は取引先への供給責任が果たせなくなる可能性が高いことを確認し、不測の
事態が発生した場合でも従業員の生命と雇用を守り、企業責任を果たせるようにBCPの策定支援経験の豊富な
本専門家に依頼した。

金型保管棚と安全対策

■専門家による具体的な支援内容

本企業へのBCPアセスメントを実施し、現状で災害対応ができていることとできてい
ないことを確認した。その後、経営者自身によりBCP策定の背景や基本方針を考え、
BCP策定メンバーを社内より4人選出。全社員を集めてBCPキックオフを行った後に、
BCP策定メンバーでビジネスインパクト分析、リスク分析を行い、重要業務と目標復
旧時間を決定した。この目標を達成するために事業継続戦略を立案し、各種対策案を
一覧表にして、対策期限、対策実施担当者を明確にした。BCP策定後はBCPの実効性
を上げるために継続的な教育・訓練が必要であることを説明した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjUjAAJ

当初BCP策定に取り組もうと考えたのは、大手得意先様数社よ
り問い合わせが有った事がきっかけでした。先生にご指導いた
だくなかで、防災を含め、BCPの重要性を知ることが出来まし
た。従業員の生命、安全、雇用を守る為に課題抽出、対策実施
等を実施していかなくてはならないと考えます。
また、得意先様には供給責任を果たすべく、災害時BCPが確実
に機能する様、教育訓練を実施して行く必要性を理解できまし
た。

BCP策定での文書体系として、1：防災マニュアル、2：BCP、3：非常時行動計画書の3つに分
けて作成。防災マニュアルとBCPは完成し、第１版発行となった。非常時行動計画書について
は、引き続き作成中である。BCP策定過程で行ったビジネスインパクト分析により、本企業の現
状のビジネス内容が明確になり、BCMという観点からも、平時での業務の見直し、改善（多能工
化、企業間連携など）にもつながることが期待できる。レジリエンス認証取得を目指し、今後さ
らなる企業価値の向上が見込まれる。 BCP第1版

株式会社 トーヨーパック

■業種 ：製造業
■従業員 ：60人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和45年
■住所 ：岐阜県関市下有知2625-8
■企業概要：真空圧空成形による各種トレー等の

製造販売、及び企画・設計

災害発生時に企業責任を果たすためのBCP策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

(公財)岐阜県産業経済振興センター
構成機関

西山 晃 氏

岐阜県中小企業支援プラットホーム

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：栗田 康代
■保有資格：生涯学習開発財団認定ビジネスコーチ
■専門分野：経営理念、ビジョン、経営計画策定、

事業承継、組織創り等

愛知県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和48年に先代が創業し、平成26年に現在の代表が事業承継した運送業者である。これまで事業は
順調に推移してきたが、平成28年に代表の実弟が新会社を設立し、そこに事業の一部が譲渡されたことによ
り、本企業の売上が半減してしまった。一方で、代表の実子へ事業承継することを目標とし、本企業の事業の
改善と共に、実弟の保有株式29％を実子に譲渡し、代表の保有株式と併せて過半数を確保することが急務の
課題となり、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点担当Coが、業績の現状及び自社株式の持ち分調整について詳細にヒアリングしたところ、会社の経営
資源や競争力の現状を踏まえた経営基盤を確立できるような経営改善計画を策定し、また自社株式持ち分の調
整については、実弟からの譲渡の同意、他の大株主の同意、取締役会や株主総会の機関決定等の勘案法的支援
が必要と判断した。法的支援は弁護士に依頼し、経営改善計画及び事業承継計画策定の支援については、認定
支援機関として豊富な実績のある本専門家に依頼した。

経営改善計画相談風景

■専門家による具体的な支援内容

本企業の現状分析を実施し、5ヶ年中長期の経営ビジョンを決定。売上高や利益等の数
値目標を設定し、目標達成に向けた具体的なアクションプランを策定するため、後継
者になる実子にも参加してもらい、5年後の事業承継を見据えた経営改善計画策定を提
案した。また、自社株式の持ち分調整による経営権や財産権の確保については、弁護
士に相談して法的手続を進めるよう提案した。そして代表者の交代時期、後継者教育
の実施等、計画的な事業承継が出来るよう事業承継計画の策定を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d2SYPAA2

今回の支援を通して、自分たちではできない自社株式の持ち分
調整の考え方、手続きや、今後の事業の方向性や事業承継につ
いて、息子と真剣に話し合う場を持つこともできました。今ま
では、成り行き任せの経営方針できましたが、よろず支援拠点

経営改善については、国の支援事業である「早期経営改善計画策定事業」を活用し、受注先ごと
の粗利益額を明確にして、間接経費の配賦を実施。取引採算状況を見える化し、赤字受注となら
ないように根拠を明示した価格交渉に入ることができた。また、取引金融機関の指導を受け、
5ヶ年収支計画をベースにした借換融資が実行され、資金繰りも安定した。自社株式の調整も順
調に実行され、代表者と後継者で58％の保有となり、経営権の確保もできた。社内で実施した、
経営ビジョン発表会を通して、経営改善計画や5年後を目標とした事業承継計画を社員と共有で
きたことが大きな成果となった。

経営陣一同

三弘運輸 株式会社

■業種 ：運輸業
■従業員 ：25人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和48年
■住所 ：愛知県名古屋市西区上小田井2-354
■企業概要：小型貨物運送、給食配送

早期経営改善及び実子への事業承継計画の策定と社内共有

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

栗田 康代 氏

愛知県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

専門家支援を通して、社長、後継者と一緒に経営
改善計画、事業承継計画の策定ができ、社長の想
い・考え方を後継者、社員の皆さんが共有し、計
画達成に向けたモチベーションアップに繋がっ
た。

や金融機関、専門家が一体となって、ご支援をいた
だいたことにより、経営者としてやるべきことが
ハッキリし、経営者としての意識が大きく変わりま
した。社員に対しても、息子と作った経営改善計画
の共有ができ、とても嬉しく感謝しています。

事業
承継
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■氏名 ：服部 功
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：事業承継、経営革新

支援の際は、後継者の思いや当社の強みを十分踏
まえ、資金・設備・人員等の点で無理のない計画
の作成を目指した。本支援の実施により、その後
の補助金申請もスムーズに進んだ。

愛知県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

当企業は大正11年に創業した各種写真台紙及び婚礼用アルバム製造販売を手がける企業である。代表者が高
齢であり、事業承継が急務の経営課題となっている。後継者は、営業活動のかたわら新事業を自ら企画するな
ど、経営に前向きに取り組んでいる。そのため、事業承継を視野に入れながらの中長期的で実現可能な事業計
画の立案に関する助言を求めて当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行ったところ、事業承継をスムーズに実現するためには、経営課題解決策と中長期的な
事業計画策定支援が必要だと判断した。そのため、中小企業診断士の資格を有し事業承継による経営計画作成
の支援実績が豊富であること、一貫した継続指導のために、具体的な承継課題への助言が期待できることを要
件として、本専門家に依頼することとした。

想い出を彩る
オーダーメイド台紙

■専門家による具体的な支援内容

まず、新規事業である写真館業務管理システム「フォト君」の販促支援に関する
事業計画書を作成し、それを踏まえ、既存事業と融合させた事業承継計画の作成
という二段階での支援を実施した。新規事業に関しては、製品の内容を精査し、
競合状況、投資計画、販路の検討、売上高や利益の定量的な目標設定、また展示
会出品を含む販促計画の検討を行った。事業承継計画作成については、事業者の
資産状況の確認を行い、既存事業と新規事業を平行して進める中で、地位、経営
権や取引先との関係について徐々に移管をしながら、5年後の承継を目指した計
画を完成させた。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTlAAJ

事業計画の売上等の数字の積み上げについて、経営課題へ
の提案が分かりやすく納得でき、支援全体に大変満足でき

た。論理的でわかりやすい指導により、事業承継計画を完成
することができ、今後の企業の発展にとって、とても重要な
ものとなった。

デジタル化の進歩が著しく、経営そのものが困難になってきている写真館市場において、新
規事業の販路開拓や広告宣伝に関するアドバイスにより、今後の事業展開の目処が立ち、新
規顧客の獲得にもつながった。5年後の完了を目指した事業承継計画のなかで、これまで90
年以上続けてきた既存事業と今後を見据えた新規事業を徐々に入れ替えていくことで、あわ
せて代表者の交代を徐々に進めながら、事業の主軸をシフトさせていくという、将来的にも
展望のある事業承継計画となった。

新たに開発した写真館
業務管理システム

有限会社 舘

■業種 ：製造業
■従業員 ：10人
■資本金 ：600万円
■創業 ：大正11年
■住所 ：愛知県名古屋市瑞穂区白砂町4丁目88
■企業概要：各種写真台紙及び

婚礼用アルバ ム製造販売

中長期的経営力強化計画に基づく事業承継支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

東郷町商工会
構成機関

服部 功 氏

あいち中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：金谷 和典
■保有資格：行政書士
■専門分野：農商工連携等

全国的な違法営業の広がりから民泊に不安を抱え
ていた創業者に、民泊制度の意義を説明し、適法
な民泊運営が創業者に経済的利益、南伊勢町に観
光的利益をもたらすことをアドバイスしました。

三重県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は三重県南伊勢町の特産品であるヒオウギ貝（あっぱっぱ貝）の専門商社である。過疎高齢化が進む漁
業の町のPRを事業目的として、平成22年に当時58歳の女性により創業された。まだ知名度は低いものの、地
域の特産品であるヒオウギ貝の卸売・加工品販売をおこなっており、また一方で飲食業の許可を取得し、地域
を訪れる方々に、ヒオウギ貝弁当などを販売している。現在、飲食店舗と食品加工場を兼ねている一軒家の客
室が空いているため、飲食施設とあわせた住宅宿泊施設（民泊施設）としての活用を考え、当機関に相談が
あった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関で事業者へのヒアリングを実施し、あらかじめ新しい住宅宿泊事業法に関する情報を収集のうえ検討。
制度の概要、制限事項などについて、相談者目線で支援していただくことができ、行政への申請経験が豊富
で、建築関係など関係業務の法令にも精通している本専門家に依頼した。

ヒオウギ貝

■専門家による具体的な支援内容

住宅宿泊事業を行うにあたり、制度全般についての概要、特に法令の文面からでは読
み取りにくい注意事項について説明した。具体的には宿泊施設と学校施設との距離に
よる制限や、飲食施設との併設に対する考え方、また水質汚濁防止法や消防法による
届出などを説明し、それらの要件をクリアし認可を受けることで、飲食・宿泊施設と
して営業できる見通しを示した。制度の概要を体系立ててご説明し、関係法令の対処
について「何の目的で求められているか？」を明確にしたことで、最後まであきらめ
ずに対処していただけたものと考えます。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F000013ty17QAA

過疎高齢化で、明るい話題に乏しい南伊勢町を元気にしたいと
いう一心で民泊開業を決意。還暦を過ぎてのチャレンジを通じ
て、私たちでもできたということが大きな自信に繋がりまし
た。認可後2ヶ月で延べ43人の方にご利用いただき、最寄駅か
らバスで1時間30分以上かかる陸の孤島と言われる地域にフラ
ンス・オランダ・ドイツ・中国の方に来ていただき驚いていま
す。将来、今の事業をどなたかに引き継いでいただきたいとの
意欲が出てきました。

事前に情報を収集し、行政の窓口にも問合せを行い、制度の概要をリサーチ。営業制限区域の詳
細と制限の内容や、既存事業の飲食業と民泊施設の調理場の分離の考え方、浄化槽の確認の仕方
についてアドバイスをいただいた。周辺施設・住民への説明についてもご指導いただき、飲食・
宿泊施設として無事開業することができた。開業以降トラブルも無く、民泊向けウェブサイトな
どを通じて海外からの旅行者にもご来訪いただき、今後もさらなる来訪者数の増加が見込まれ
る。 宿泊施設

アッパッパ屋

■業種 ：魚介類販売業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成22年
■住所 ：三重県度会郡南伊勢町神前浦206
■企業概要：ヒオウギ貝加工販売業

過疎高齢化の町の遊休資産を活用した民泊開業支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

南伊勢町商工会
構成機関

金谷 和典 氏

三重県商工会地域プラットフォーム

専門家

地域PF

創業
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■氏名 ：加藤 永俊
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営企画支援、BCP、

販路拡大・販促支援

経営力向上につながる販売促進手法と、コス
ト管理、設備投資の複合的視点が求められた
が、利益率向上のための経営計画立案の支援
がおこなえた。

福井県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、菊生産を行っている瀬戸園芸から、平成11年に分社化した花束加工・卸売業である。昨年、花束
加工体制の効率化を図るため、ラベル自動貼り機の導入を行い加工時間の短縮を実現した。その強みを生かし
て、新規サービスと製品開発、販路拡大を含めた経営戦略の策定を考えていた。しかし販路拡大と製品開発に
おいて、狙うべき方向性などを第三者の専門的な意見も取り入れたいと考え、さらに新たな設備投資について
のアドバイスを求めて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングをした結果、現状の加工体制でさらに改善すべき工程の確認ができた。今後、追加の設備
投資による加工体制効率化を図り、その効果を最大限に生かすために、ターゲットを明確にした「新規サービ
ス・製品開発・販路拡大の戦略」が必要だと判断した。そこで、ビジネスプラン提案や中期経営戦略、金融面
での支援経験が豊富な、本専門家に依頼した。

花束製造工程

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、本企業の現状の加工体制と新規経営計画策定に必要な内容を精査した。
その結果、販路開拓のターゲットを「大手量販店」と明確にすることにより、優先して
導入するべき設備や、効果的な導入時期の指導を行った。
顧客のニーズに対応した新規サービス・製品開発を進めるためには、加工から出荷まで
の時間短縮と、生花の消費期限延長が必要であった。この2点を改善するためには、花
束加工機の導入による生産効率の向上と、特殊冷蔵設備の導入が必要であると判断し
た。これら設備導入も含めた経営計画策定と、総合的なコスト分析の支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000joDt7AAE?advisor_field_id=

生産性向上のための、設備導入に伴う経営計画策定において、
適切で具体的なアドバイスをいただき実施可能な計画を策定す
ることができました。
また、年間を通した労働の平準化や、新しい花の保存方法を提
案していただくなど、たくさんの企業を支援してこられたの
で、参考になることばかりでした。
この先のプロジェクトに進んでいくためのアドバイスを多くい
ただくことができました。
ありがとうございました。

大手量販店をターゲットとすることにより、新規サービス・製品開発の方向性が明確になった。そ
れにより、導入済み設備や新規導入する設備による一貫した生産性向上策と、経営計画を策定する
ことができた。今回の設備導入を行うことで、課題であった加工から出荷までの時間が７割に短縮
し、また、生花の消費期限を10日も伸ばすことができる。これらの改善により、大手量販店から
求められている「花の日持ち保障販売」や「小ロット短納期」に対応できるようになる。さらに、
お盆や彼岸の仏花やバレンタインデー、母の日など、特注品による繁忙期の労働力負担が大幅軽減
すると期待できる。 生産した花束

有限会社 瀬戸生花

■業種 ：卸売・小売業
■従業員 ：10人
■資本金 ：300万円
■創業 ：平成11年
■住所 ：福井県坂井市坂井町長屋70-3
■企業概要：生花加工・卸売業

ターゲット顧客のニーズに合わせた生産体制強化で販路拡大

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

坂井市商工会

加藤 永俊 氏

福井県商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

専門家

地域PF

構成機関

もの
づくり
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■氏名 ：佐々木 武
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営計画・マーケティング

BtoCにおいては、感動や共感など心の満足を提供
する「コト価値」が求められている。本企業なら
ではのハンコの新たな「コト価値」をカタチにし
ブランド化する“価値づくりのマーケティング”支
援が、成果につながった。

滋賀県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和12年創業の印章店であり、第20回全国技能グランプリ「印章木口彫刻の部」で金賞を受賞する
など、高い技術力と芸術性を持っている。しかしながら、印鑑は頻繁に購入するものではなく、またネット販
売業者や大手チェーン店による低価格製品が増えており、印鑑だけで収益を上げることが厳しくなってきた。
そのような状況の中、本企業の想いが表現できる、古民家を利用した新店舗のオープンを控えており、この機
会を良いチャンスととらえ、価格設定や商品ラインナップの見直し、商品価値を高める「ギフト用パッケー
ジ」等の開発について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の職員がヒアリングしたところ、本企業はオリジナル印鑑を彫れる「技術とセンス」を有する強みがあ
りながら、価格設定が技術料やデザイン料を考慮していない低い設定となっていた。また新しく展開する「ギ
フト用パッケージ」も高級感を演出し新店舗にマッチするものとするためコンセプト作りから行う必要がある
と判断した。そこで、本企業の「強み」を磨き「価値」を高めるために、開発・マーケティングの支援実績が
豊富にある、本専門家に依頼した。

店舗内ギャラリー

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、「40歳代～60歳代女性をメインターゲットに、自分らしさの表現と幸
せのお裾分けを提供する人生に寄り添う手彫りのはんこ」というコンセプトに基づ
き、他の陶芸・木工・表札作家とのコラボによる「ギフト用パッケージ」を「出産・
結婚・入学・成人・就職・退職」などの特別な人生の節目に「贈る喜びともらう感
動」として演出することを提案した。また曖昧だった価格設定も、製造コストを明確
にし、そこから導き出した適正価格として、従来の約1.5倍の価格に改定するように指
導した。これらの施策と、ギャラリーやカフェを併設とした新店舗とを合わせて、本
企業の新しいコンセプトとして提示した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000v0jkZQAQ?advisor_field_id=

父から事業承継をした直後に新店舗のオープンを控える状況の
中、具体的に価格改定をしたらいいのか、オリジナル印鑑の価
値をどのようにしたら認めてもらえるか、迷っている状況でし
た。佐々木先生の指導により、印鑑の売上状況を数値化しても
らうことにより、価格設定の大事さと正当な価格が判断できる
ようになりました。また、ギフトとして提案するために、パッ
ケージ等も私たち夫婦の考えを丁寧に聞き取っていいただき、
納得できる提案をいただきました。本来流されるようにオープ
ンを迎えてしまうところを、定期的にご指導いただき自分達の
想いが表現できる新店舗となりました。

県外の人が多く訪れる観光地の中心に新店舗をオープンし、他作家とのコラボによるギフト用
パッケージの販売も開始。そのため来店者数が3倍になっただけでなく、印鑑受注数も2倍とな
り、「新製品」×「価格改定」×「新店舗」による効果が出ている。来店者が印鑑の作品集を見
ながら、本企業との会話の中で、新たな印鑑の魅力に気づいて注文されたり、ファンがSNS等で
新たなファンを呼ぶ流れが生まれており、今後の更なる顧客拡大が期待できる。 新店舗外装

サイトウ明印舘

■業種 ：その他製造業
■従業員 ：2人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：昭和12年
■住所 ：滋賀県東近江市八日市上之町6-17
■企業概要：印章業

「贈るよろこび」を提供する印鑑ギフト商品開発を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

八日市商工会議所

佐々木 武 氏

滋賀県商工会議所連合会等支援
ネットワーク

専門家

地域PF

構成機関

オリジナル印鑑

販路
販促
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■氏名 ：岸本 圭祐
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：資金調達

クラウドファンディングのアンバサダーとして、
プロジェクト実現の成功イメージを伝えることに
注力しました。先輩企業やクラウドファンディン
グ事業者の同席により、具体的な仲間集めの方法
や情報発信の仕方などで支援をさせていただきま
した。

京都府

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、障がい者が「自信」と「誇り」を持って働くことができる職場を提供している。現在の業務（リネ
ンサプライ仕上、紙器加工）だけでは、いずれ安定的に事業を継続させることが困難になると考え、新たな収
益事業の立ち上げを企図していた。そのような状況の中、コーヒーメーカー企業との縁で、コーヒー豆の卸販
売を新事業として手掛けることとなった。しかしながら、これまで本格的な収益事業を実施した経験がないた
め、事業の立上や販路拡大の方法についての助言をもとめ、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点にてヒアリングを行い、新規にコーヒー豆卸販売事業を開始するにあたり、販路の開拓・拡大していく
必要がある等の課題を確認した。本企業は、コーヒー豆の販売をした経験もないため、テスト販売と新商品
PRを兼ねた事前施策が必要であると判断し、クラウドファンディングでの販売実績づくりを計画した。そこ
で、クラウドファンディング分野での支援実績が豊富であり、経営や資金調達に詳しく、また支援のネット
ワークを持つ本専門家に依頼した。

新事業で販売を始める
「フォーライフコーヒー」

■専門家による具体的な支援内容

クラウドファンディングを実施するにあたり、本企業の要望する事項をヒアリングし
て取りまとめた。クラウドファンディング業者の選択方法や、出稿までの具体的な取
組手順を助言した。また、支援者（仲間）集めの手法や過去の先駆者の事例を紹介し
た。併せて、クラウドファンディングの実体験者・支援担当者と実際に面談し、意見
交換を行ったうえで、今回実施するプロジェクトでの支援の募り方や、具体的投稿内
容（ストーリーづくり）について検討した。プロジェクトを成功させるには事前の
ネットワークづくりが特に大切であることを理解いただき、ネットワークづくり手法
を習得できるように重点的に支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F000010c5WgQAI

クラウドファンディングへの挑戦は初めてであり、どういった
取り組みを行えばよいのか右も左もわからない状態でした。
専門家の適切な助言を得て、無事クラウドファンディングに挑
戦し、目標達成することができました。
取り組む上では、寄付していただく方への説明のむずかしさを
痛感しました。また支援者にはネットに不慣れな方も多く、そ
の対応など実際に挑戦してみて分かったこともあり、良い経験
になりました。現在、ご支援いただいた方の期待に応えるべ
く、返礼品の発送に着手しています。今回の取り組みを新事業
の成功につなげたいと思っています。

障がい者が作り上げる「心に美味しいコーヒー」という題目でクラウドファンドの募集を行い、
資金調達の目標金額50万円に対し、32%を上回る支援総額66.4万円の調達を達成した。またク
ラウドファンドを通さない寄付という形でも別途支援が集まり、こちらは98.1万円の調達ができ
た。

今回調達できた資金は、情報発信(ホームページ制作やチラシ配布、DM送付)や支援者への返礼
品コーヒーなどに利用する。クラウドファンディングへの挑戦は、テスト販売や新商品PRの意味
合いを持ち、期間中1,700名を超える閲覧や計117名の寄付など多くの方に共感をいただいた。

クラウドファンドの成立!!

井上 学

■業種 ：障がい者就労支援事業所
■従業員 ：105人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成21年
■住所 ：京都府久御山町佐山新開地194-1
■企業概要：リネンサプライ仕上、紙器加工

クラウドファンディング活用で、新事業立上げを支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

岸本 圭祐 氏

京都府よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促



32

■氏名 ：髙野 淨
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：ものづくり

今回の支援にあたり、設備投資の採算性を考慮す
るだけでなく、本企業の設計プロセスの改善につ
ながることを心がけた。作成した事業計画の実行
により、設計品質の向上を実現していただきた
い。

大阪府

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は大正15年に創業し、ドリルねじを中心とした特殊ねじの製造・販売を行うとともに、金型の設計製
造も自社で行っている技術力の高い企業である。製品の品質を左右する金型製造は、熟練技術者の技量に負う
ところが多く、加工技術のデータ化ができていなかった。そこで非接触形状測定機を導入して、金型設計品質
向上と加工技術のデータ化を図ろうと考えた。設備導入資金調達を目的に事業計画の作成支援をもとめ、柏原
市商工会を通じて当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

事業計画の作成支援にあたり、当機関の経営指導員がヒアリングを行った。現在の金型設計の課題を明確にし
た上で、新規設備導入を機に、金型設計プロセスの見直しを進めることが重要であると判断した。そこで、設
備投資の採算性評価、金型設計プロセスの改善、設備導入後の体制作りの助言を得るため、製造業の設計・製
造プロセスに詳しく具体的な事業計画の作成支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

部品・ねじ・金型工具等

■専門家による具体的な支援内容

現状のドリルねじ成型用金型の、詳細な設計プロセスと製造プロセスを整理した。そ

の上でISO9001の設計開発における規格要求事項として位置づけられている「レ
ビュー」、「検証」、「妥当性確認」の実施フェーズを明確化。非接触形状測定機の導入に
より、品質評価の「検証」を金型試作後に実施できることを確認した。これを踏まえ、
設備導入前提の、金型設計プロセス構築に向けたスケジュールと実施体制、設備導入
後の事業化体制、遂行計画作成を支援した。さらに、市場動向やターゲット顧客の
ニーズ分析等を基に、先行き5年間の売上計画及び損益計画の作成、投資対効果の算出
を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTpAAJ?advisor_field_id=

当社は顧客の要望に応えた各種ねじの製造で評価を得てきた。
その製造体制はねじ成型用金型の設計から製造まで一貫体制で
取り組んでいる。今回のご支援は、設計フローの見直しと本企
業の蓄積したノウハウの活用、設計へのインプットのご提案等
により、設備投資と投資対効果の高い事業計画をご指導いただ
くことができました。今後、試作設計の検証を早期の段階で実
施することができ、試作期間の短縮及びコストの削減が可能と
なります。親身なご支援をいただきました。有り難う御座いま
した。

今回の支援により、本企業は課題解決のための、投資対効果の高い事業計画書を作成することが
できた。これにより5年後には、付加価値額の向上と経常利益率の向上の見通しが立った。
さらに、現状の金型設計プロセスでの「検証」を、ドリルねじの試作なしで実施でき、非接触形
状測定機での測定データを設計に活かすことができるようになった。そのため手戻りがなくなり
製造リードタイムの短縮やそれによるコスト削減、金型設計精度向上に伴う品質向上への道筋が
できた。

3Dモデルを活用し当社の
有するノウハウで効率的な

設計を行う

株式会社 ミヤガワ

■業種 ：製造業
■従業員 ：102人
■資本金 ：9,000万円
■創業 ：大正15年、設立：昭和23年
■住所 ：大阪府柏原市上市1-6-28
■企業概要：ねじ製造販売及びねじ用金型製造

金型設計の品質向上・データ化に向けた事業計画作成支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

大阪府商工会連合会
構成機関

髙野 淨 氏

大阪府商工会・中央会・大阪弁護士会
中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

もの
づくり



33

■氏名 ：葉田 勉
■保有資格：中小企業診断士、一級販売士
■専門分野：人財育成支援、人財マネジメント支援、

マーケティング、営業戦略支援

どんな企業も人がすべてであり、その制度のベース
は経営者の思想そのものがすべてに反映されます。
どうなりたいのか、どうしたいのか、強く思われる
意思を体現化させる支援を行います。

大阪府

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和62年に創業し、インプラントまでができる歯科技工所として順調に業績を伸ばしてきたが、
さらに売上を伸ばすには、人の採用・育成体制づくりが不可欠であった。しかしながら、少子化の影響で歯科
技工士を目指す学生は極端に少なくなっており、新規採用が難しくなっている。また大手に比べ、知名度や待
遇面で不利な状況となっており、人材募集を行ってもなかなか応募がない。そのため、当機関に人材確保のア
ドバイスをもとめて相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行った結果、業界内での人材の流動性が高く、新規や中途の採用が極めて難しい環境の
中、人材の定着化も重要な課題であることが判明した。そのため人材の採用支援とともに採用後の定着支援が
必要であると判断。中小企業診断士の資格を有し、雇用労務関係についての支援実績豊富な本専門家に依頼を
した。

職場風景

■専門家による具体的な支援内容

従業員を採用することだけを目標にするのではなく、その後いかに定着するかを目標に支援
を行った。そのためには、従業員が「3年、5年、10年先の自分」が想像できるような施策
を行うことが重要であると指導した。求人にあたっては「1年目、3年目、リーダー、マネー
ジャー」等の各階層での仕事・給与イメージや、独立できるような仕組みの有無と年収イ
メージを明示することにより注目度があがることをアドバイスした。また採用後には、面談
による長所を伸ばす為の個人カルテや、自分の夢や将来を考える人生計画書をつくることに
よって、仕事を通した人生設計を考えることでモチベーションを維持することも指導した。
「3年、5年、10年、15年、20年」の各節目で、どれくらいの知識や経験・スキルが得られ
るかを考慮した教育計画を立てた。また、給与制度に会社業績や個人成績を反映させ、やり
がいを感じられるよう助言を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxilqAAB

葉田先生に相談させていただき、今までの
経営で必要だと考えてきた人づくり、制度
の骨子ができあがりました。何よりも職員
が成長し、幸せになる制度が一番であり、
順調に人が育って行っていることにうれし
く思っております。人生を背負う気持ちが
体現化できたことが、本当に当社を変えて
いったと思います。素晴らしい支援に本当
に感謝しております。ありがとうございま
した。

「非常にやる気のある外交的な職員」と「職人気質の職員」双方の意識を改革し、会社を変えていくた
めに、今回のモチベーションアップの仕組みや給与制度の変更は、未来に向かう姿勢をつくりあげてい
くことにつながったと考えられる。やる気のある職員に対しては、独立も視野に入れた教育システムを
検討することができた。今回の支援により、業務分担が明確になり、加工の品質水準が向上し、また、
新規開拓先が30件以上確保でき、売り上げも前年よりも10％以上アップした。これから10年後の企業
の在り方が見えてきたと考えている。

人生計画表

トラストデンタルオフィス

■業種 ：医療業
■従業員 ：4人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：昭和62年
■住所 ：大阪府河内長野市西代町12-43
■企業概要：歯科技工所

中長期を見据えた人材確保戦略を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

河内長野市商工会
構成機関

葉田 勉 氏

大阪府商工会・中央会・大阪弁護士会
中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

冨士野代表

雇用
労務
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■氏名 ：藤井 尊久
■専門分野：知財戦略による経営支援、

ものづくり

兵庫県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、大手メーカーの技術者として勤務していた代表者が、平成25年に独立・設立した、3軸輸送マイク
ロロボットの製造を得意とする産業用ロボット製造会社である。現在開発中のマイクロロボットについて、す
でに特許などの知的財産権の登録を進めてきた。しかし、製品改良を行ったことによる追加権利保護の必要性
判断と、製品化後の販路戦略について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関においてヒアリングを行った結果、開発中の製品は新規性・独創性があり、性能も高いことが確認でき
た。しかしながら、市場性は十分あるものの、知財権利保護の面で対策が不十分であった。また、マイクロロ
ボットというニッチなターゲット市場における販路の検討も不十分であると判断した。そこで、中小企業への
知的財産支援と販路戦略策定支援での実績が豊富な本専門家に依頼した。

視覚機能付き
マイクロロボット

■専門家による具体的な支援内容

開発中のロボットの「ハード・ソフト両面での技術ポイント」と「出願済み特許」を
系統立てて洗い出し、知財戦略の基準となる技術情報をまとめた。また、それらを機
密情報として保管するように指導した。将来的には、さらなる技術開発による進化が
予想されるため、周辺技術も特許出願するよう指導した。技術に関する知財戦略だけ
でなく、特徴的な製品名や会社名についても商標登録することを助言した。また、販
売戦略については、権利保護の体制が整えば、完成前の段階からPRすることの必要性
を指摘し、直接、顧客への商談を行える展示会などに出展することをアドバイスし
た。なお、開発中製品展示による技術盗用に対処するために、外観や内部構造に関す
る特許対策についての指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000uzigfQAA?advisor_field_id=

権利保護の観点については、私自身でも勉強を行い、十分に配
慮しておりましたが、藤井尊久先生より、技術の系統立てを行
い、洗い出し、内容を整理いただくことで、何をしなければい
けないかが明確になりました。
一方で、完成後の販路計画については、あまり重点を置いてお
りませんでしたが、知的財産権はあくまでも権利を保護するも
ので、取るだけで売れるわけではないことを改めて確認するこ
とができ、具体的な販路計画も検討することができました。

今回の支援で、｢視認容易性と操作性の両立」という開発の方向性と、「技術や機能性を表す商
品名の商標登録」という知財戦略を明確にできた。特許と商標登録を含めた知財権利保護を進め
ることで、マイクロロボットというニッチな市場においての技術的優位性を確保し、他社との競
争力アップが期待できる。また、地元で開催された「あまがさき産業フェア」や東京ビッグサイ
トで開催されたアジア最大級のエレクトロニクス開発・実装展「ネプコン・ジャパン2019」に
も出展を行い、見込み顧客層へ効果的に周知することができた。 「あまがさき産業フェア」

に出展

株式会社 ミクロブ

■業種 ：製造業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：200万円
■創業 ：平成25年
■住所 ：兵庫県尼崎市西桜木町55-2B
■企業概要：精密作業用マイクロロボット、

マイクロアクチュエータの製造販売

開発中マイクロロボットの知財戦略と販路戦略策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

尼崎商工会議所
構成機関

藤井 尊久 氏

阪神地域プラットフォーム

専門家

地域PF

知財に関する知識を持っておられたので、円滑に
戦略を立てることができました。今後の契約にも
役立つよう、戦略を組むことができたと思ってお
ります。

知的
資産
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■氏名 ：石川 聖子
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新、創業、事業承継

最初の出会いの創業塾から10年後に、第2創業と
事業承継の支援ができることにご縁を感じます。
今回の支援では、現経営者と承継者の意識の共有
や持続可能な事業の実現を心がけました。地域活
性の使命を胸に、更なる挑戦を続けていただきた
いと思います。

奈良県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、古民家を活用した「ふるさとの食」を提供するレストランとして創業。マスコミにも度々取り上げ
られ、固定客も多い。創業10年の区切りの時期を迎え、以前から思い描いていた宿泊客の受け入れを、事業
として立ち上げようと考えている。また、創業以来代表者をサポートしてきた長女への事業承継も視野に入れ
ている。そのため新規事業の立ち上げと事業承継の手順について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、宿泊事業立ち上げの思いはあるものの、自らの年齢も含めた不安などから、方
向を決めかねていることがわかった。そこで、創業及び経営革新支援で豊富な経験と指導実績を有し、10年
前の創業時に桜井市創業塾で創業指導を行い、代表者からの信頼を得ている本専門家に依頼した。

新メニューさらら膳

■専門家による具体的な支援内容

これまでの経営の振り返りと今後の展望を導き出すために、ワークシートを活用して
問題点や解決方法、事業への想いを顕在化した。その結果、宿泊事業は「農家民宿」
の方向で進めることとなり、資金調達や行政許認可に向けた具体的アドバイスを実施
した。また、後継者がこの事業に積極的であることが判明。農家民宿事業やHP管理、
事務処理などを重点的に後継者に「任せて育てる」ことで、事業承継への道筋をつけ
ていくことを助言した。経営のベースとなる古民家レストランに関しても、経費・原
価等の見直しを行い、新メニューの開発と創業10周年記念イベントのプランに対して
指導した。このように既存事業のコンセプトを生かしながら、新規事業そして事業承
継と一連の流れのなかで指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxiu3AAB?advisor_field_id=

飲食店立ち上げから、満10年を迎えた現在まで、起業して運営
という観念よりも、村興しに関わる中でのボランティア精神が
抜けなかった。10年経ち、村興しという事での一応の成果は見
られたと思う。では、今までの精神を残しつつ、これからどう
展開させていくのがベストなのか？利益も当然上げながら、承
継も視野に入れて、と考えるとなかなか自分一人で、整理して
答えを出すことは難しい。信頼のおける講師石川先生のアドバ
イスにより、今考え決断すべきこと、アドバイスを受け、方向
性が見えて来た。次の展開が楽しみだ。

ワークシート等各種ツールを活用した経営の棚卸により、さまざまな課題が顕在化した。そこで
新メニューの開発やSNSページの立上げ、ファン合宿イベントの実施など、具体的な対策を進め
ていった。その結果、集客数で前年比15%UPを実現した。また、今回の支援を受けて、「農家
民宿開業とふるさと食の組み合わせ」という第2創業の方向性を決定することができた。事業承
継についても、具体的な取り組み方がわかり、既に動き出している。「農家民宿」の2019年10
月オープンに向けて取り組むべき項目とスケジュールが明確になった。 承継・分担を決め第2創業へ

奥明日香さらら

■業種 ：宿泊・飲食サービス業
■従業員 ：2人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成20年
■住所 ：奈良県高市郡明日香村栢森137
■企業概要：ふるさと食レストラン

古民家レストランの農家民宿創業と事業承継を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人奈良県地域産業振興センター
構成機関

石川 聖子 氏

奈良県地域産業振興プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：桝田 憲一
■専門分野：IT、販路拡大・販促支援、

事業承継、BCP等

台風や水害の多発地域で、地元に根差した経営を
されてきた事業者にとって、災害への備えは重要
課題でした。今回BCP策定を通じ、平時からの提
携企業間の協力関係の重要性も再認識された。

和歌山県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、本州最南端に本店・工場を構える明治33年創業の老舗羊羹専門店である。自然災害が多発する地
域であり、現工場も台風や竜巻などの被害に遭ってきた。また東日本大震災時には、被災地でないにもかかわ
らず、原材料の仕入や商品の流通・販売等に混乱が生じ、3ヶ月間製造販売が滞った結果、経営面で大きな影
響を受けた。これらの経験から、緊急時対策の重要性を痛感している。地域とともに発展してきた企業とし
て、災害時に「顧客、従業員とその家族及び地域住民の安心安全」を守り、事業を継続させるためにBCPを策
定したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当職員がヒアリングを行ったところ、食品の安全性を確保するために衛生管理システム(県
HACCP)は10年前に導入・実施していた。しかし緊急時の危機管理（事業継続計画）の策定はまだできてお
らず、本企業の立地を考慮したBCP策定に向けた支援が必要であると判断。過去の支援（販路開拓・商品開発
等）を通じて本企業の内情に詳しく信頼もあり、BCP策定のアドバイスも可能である本専門家に依頼した。

本州最南端にある本店

■専門家による具体的な支援内容

緊急時対応の基本的な考え方や他企業の取り組みについて紹介。BCP策定の意義につい
て説明し、緊急事態へ備えることは、人と資産を守るだけでなく、地域連携の強化にも
繋がるということを理解してもらった。現状認識のために町のハザードマップを確認
し、自己診断チェックを行った。今後、OEM商品の全国流通販売も視野に入れ、広域で
の取引にも対応できるように、経済産業省のガイドラインを参考にしたBCP策定の支援
を行った。
災害の被害想定（過去の事例を参照）をもとに、緊急連絡先と役割分担、製造拠点の確
保、復旧目標、事前対策のための投資計画などについて検討し、各項目策定の指導を
行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000aj2jPAAQ?advisor_field_id=

台風や竜巻の被害は自然のものなので避けられませんが、事前
に計画を立てておき、スタッフと共有することで緊急時の初動
対応の遅れや、事業再建の遅れを防げると考えます。
この度、現場を良く知る先生に分かりやすくご指導いただき、
有効なBCPを策定することができました。今後も定期的な見直
しと改善を行い、スタッフ教育や訓練も行っていきたいと思い
ます。
ご指導に感謝いたします。ありがとうございました。

台風が多く、南海トラフ大地震発生時には、10ｍ高の津波到達時間が全国最短とも予想される地域
において必要な、平常時のBCP運用体制と緊急時発動体制を定め、事業継続計画を策定した。緊急
時に連携可能な取引先や公的機関を確認するとともに、事業のボトルネックを経営者自ら考えるこ
とで平常時の業務についての課題や連携強化の必要性について気付きを得ることができた。また、
被災時に事業を継続するため、県内の製造拠点を確保（仕入れ先の製餡工場に協力依頼）するだけ
でなく、商品の製造方法が類似している、県外（佐賀県）の菓子メーカーにも協力を依頼すること
となった。

紅葉屋本舗BCP

有限会社 紅葉屋本舗

■業種 ：菓子製造・販売業
■従業員 ：6人
■資本金 ：700万円
■創業 ：平成17年
■住所 ：和歌山県東牟婁郡串本町潮岬470
■企業概要：伝統製法の手作り羊羹専門店

災害多発に備えた企業連携BCP策定による製造拠点確保

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

和歌山県商工会連合会/串本町商工会
構成機関

桝田 憲一 氏

わかやま中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：北山 祐一
■専門分野：ITを活用した販促支援

支援を実施する際、経営者と充分に意見を交換
し、市場・マーケットの動向を注視した、販売促
進を戦略的に実施したことで成果が表れた。ITの
販促効果が最大限に発揮された支援であった。

鳥取県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、鳥取県三朝温泉にある江戸時代から続く老舗旅館である。時代の流れとともに変化するお客様の宿
泊形態に対応するため、当初15室あった客室を改装し、現在は「本館8室と離れ1室」の全9室を提供してい
る。 宿泊予約サイトでの価格比較が日常化したことで、本企業においても低価格商品の販売や割引を余儀な
くされ、利益率の低下を招いている。そこで今後のWEBサイトでの打ち出し方や、価格帯の見直しについて
当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が状況を確認したところ、本企業の公式HPや大手宿泊予約サイトを含めたWEBでの売上高が
全体の50％を占めていた。宿泊客数と利益率のアップを図るには、WEBページ分析の上で、情報発信方法の
改善が必要と判断した。また、インバウンドの取り込みの可能性についても模索していた。そこで、WEBを
活用した宿泊業支援の専門性が高く、指導実績が豊富な本専門家に依頼した。

自社HPの
レスポンシブ化

■専門家による具体的な支援内容

本企業の売上構造と社内の人員を確認した上で、WEBページの分析し、各サイトから
の予約状況を把握した上で支援を開始した。公式HPをレスポンシブ化し、スマートホ
ンでも見やすいサイトとすることで、直接予約の比率アップするとともに、客室在庫
コントロールシステムの導入を支援。また、公式HPのリニューアルに合わせて、新た
に長期滞在型プランの開発や「料金シーズナリティ」の導入を支援。その後、国内主
要宿泊予約サイトの年間販促計画の策定し、季節に応じた宿泊プランの打ち出し方を
助言。インバウンド向けの商品造成と海外の宿泊予約サイトへの参画による販売促進
戦略を策定し、実施についての指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SPbXQAA1?advisor_field_id=

ITの活用について、メリットとデメリットを理解でき、適正な
情報発信による効果とシステム導入による業務の効率化が図ら
れ、着実に新規顧客の開拓による収益性構造が改善されてい
る。
また、国内需要だけでなくインバウンドの取込みについても、
着実に効果が表われている。
今後も、引き続きITを活用した販売促進や集客指導、内部の管
理体制について指導をいただき、独自の営業手法を確立させ、
自立を目指していきたい。

本企業が取り組むべき課題について、具体的なアドバイスを受けたことで、有効な対策を講じる
ことができた。平成28年度には地震や豪雪による直接被害を、平成30年7月には豪雨による風評
等の間接被害を受けたものの、宿泊客数は増加してる。また、WEB関連の売上高についても、前
年比25％の増加・平均客単価13％アップ、外国人宿泊（インバウンド）は8％増加している。
WEBでの情報発信を適正化したことで、国内宿泊予約サイトの口コミ評価点も好調を維持してい
る。

国内宿泊予約サイト
口コミ評価 好調を維持

有限会社 岩湯旅館

■業種 ：宿泊業
■従業員 ：3人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和27年
■住所 ：鳥取県東伯郡三朝町三朝942
■企業概要：旅館業

ITを活用した販売強化と業務の効率化で、平均客単価13％UP

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

鳥取県中部商工会産業支援センター
構成機関

北山 祐一 氏

鳥取県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：久保 森住光
■専門分野：店頭改善・共同販促等

中心市街地活性化基本計画の進展による、ハード
や街路の整備を好機と捉え、いわゆる普段使い出
来る店舗への改善を、店主と共に考えた。また、
商店街やNPO、他団体との協同による販売促進を
通じた店づくりも進み効果が出ている

島根県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、明治末期に創業し、100年以上の歴史を有する酒店である。こだわりのワイン中心の品揃えとし、
毎月の月末5日間はワインBAR営業を行うなど、地域の方に、気軽にワインを楽しんでいただく取り組みを
行っている。しかしながら、海産物が豊富で飲食店も日本食が中心の当地域では、日本酒への嗜好が強く、店
舗の売上は年々減少している。そこで、販路拡大と商店会での共同販促事業の可能性について、当機関へ相談
があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当職員がヒアリングを実施し、ワインBARや、有機野菜栽培の事業者とのイベント等、積極的にワ
イン文化を広める取り組みを行っているが、ワインBARやイベントの参加者を効果的にワイン購入に繋げられ
ていないことが確認された。そのうえで、ワインに関する高い知見や経営者夫妻の気さくな人柄など、本企業
の魅力を整理し、強みを明確にして発信する必要性があると考えた。そこで、徹底的なヒアリングに基づいた
個店の魅力を活かす販路開拓のアドバイスに定評があり、地域全体を盛上げる商店会連携支援に精通した本専
門家に依頼した。

改善後の商品陳列

■専門家による具体的な支援内容

店舗営業に関する現状把握を行い、「売れ筋商品」と「売りたい商品」を確認。敷居の高いイ
メージを払拭するために「入りやすい店舗」作りを中心に、店頭改善のアドバイスを行っ
た。「こだわり商品」を置くだけではなく、「売りたいワイン」がどんなシーンに合うかのス
トーリーを伝えるPOP作成や「ワインに合うレシピ」を記載したフライヤーの作成、売台や
陳列レイアウトの変更なども支援した。また、商店会の中心店舗として、共同販促事業や
外部連携も踏まえたイベントの可能性について確認した。さらに催事が可能な近隣スペー
スや、活用可能な複合公共施設の存在、連携の核となる施設の存在など将来につながる要
素を抽出する支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000knlpoAAA?advisor_field_id= 

久保先生は熱心に話を聞いてくださり、色々な商店会の小売り
の例を出してくださりアイデアをいただいた。過去にやったけ
どうまく成果が出なかったことなども多く、いつもだったらア
ドバイスもなかなか実践までに二の足を踏んでしまうが一緒に
なって考えてくださり、ただのアドバイスではなく共に協力す
る仲間のように応援してくれた。また毎回来るごとに店の変化
などに気づいてくれ、またそこからのヒアリングやアドバイス
をいただき、実際に店舗前で看板を見入る方なども出てきた。
感謝しています。

店頭のPOP作成により、店内への来店者数は10％増加。また客層もこれまでのワイン愛好家中心か
ら、徐々に親子連れの割合が増えてきている。ワインに付随した商品を手に取る人が増えたことも確
認でき、レイアウト変更の効果がでてきた。売上は支援前に比べ2％増加しており、これからのワイ
ンシーズンに向けて、さらなる売上増に期待が膨らむ。また商店会の飲食店への認知が進み、ワイン
取り扱いによる新メニューが好調との声も届いている。今後はさらに浸透を図り、共同販促等のイベ
ントを実施して、地域づくりにも貢献していきたい。

POP作成後の店舗外観

エスポアたびら

■業種 ：小売業
■従業員 ：1人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：明治末期ごろ
■住所 ：島根県江津市江津町896-5
■企業概要：ワインを中心とした酒類販売業

ワイン文化の魅力発信、地域資源活用で商店会店舗と連携

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

江津商工会議所
構成機関

久保 森住光 氏

島根県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：松本 章
■専門分野：販路開拓＆ものづくり

まず、支援先がやりたいことを最優先に尊重し
て、同社の現状を踏まえた上で、最大限の効果が
出る方策を同社と一緒に模索して、実行すること
に心掛けた。

岡山県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成2年に岡山県倉敷市児島で創業し、ジーンズ・Ｔシャツ等のカジュアルウェアを製造してい
る。グループ内で「洗い加工から仕上プレスまで」を一貫して生産・提案ができる縫製産元として、高い技術
力が評価されている。しかしながら、ここ数年の間、アパレル業界全体が低迷しており、特に本企業が得意と
している百貨店業界の落ち込みが激しい。そのような状況の中、新年度に向けた予算編成と事業計画策定を
行っているが、販路拡大についてのアドバイスが欲しいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、新規取引先の獲得や、新規受注後の各ブランドの個性的な仕様への対応強化の
為、生産体制・人事体制の適正化が必要であると判断した。そこで、販路拡大や生産体制・人事体制の見直
し、財務体質改善等の支援実績が豊富で、事業計画策定支援が可能な、本専門家に依頼した。

縫製結果の細部を確認
しているようす

■専門家による具体的な支援内容

はじめに、本企業の策定していた販売計画の精査をおこない、「既存販売先」「新規販売
先」「賃加工先」に分類し、販売先別・月別・期間別に管理・運営することで、取引の問
題点を把握し、全体の予算管理を行うように指導した。また、今期から複数の百貨
店・専門店との新規取引が始まるが、難易度の高い縫製や、個性的な仕様を要求され
ることになる。これら重要新規顧客の高度な要求に確実に対応するため、サンプル作
成時や縫製ライン稼動後も、不明点・問題点は必ず本社確認を行うことを徹底するよ
うに指導した。新規取引先からの受注を、長期継続させるために、受注生産体制強化
を盛りこんだ事業計画の策定支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ehOPNAA2?advisor_field_id=

初めての専門家の方のサポート依頼で松本先生にお越しいただ
きました。松本先生のキャリアの元、我々が感じていなかった
お客様から我々を見る視点や業界全体における現状の把握、営
業面まで多角的にサポートしていただきました。弊社山口工場
にも入っていただき、工場全体の流れや管理面、製品チェック
などの基本的 な部分の再確認も行いました。
今までと違った視点から我々をご指導いただき、今後の売り上
げアップにも繋がるサ ポートしていただいた松本先生には非常
に感謝しております。

他縫製工場がアパレルからの賃加工を主体にしているのに対し、本企業が洗い加工から仕上プレ
スまで一貫して生産・提案ができるワンランク上の品質に対応できることを改めて認識すること
ができ、またその実現には各工程でのコミュニケーションが重要であることを理解した。販路拡
大では本企業が、著名デザイナーのデニムを長年手掛けていることを前面に掲げ、高級ミセス
ゾーンの新規アパレルへのプレゼンを行った。その結果、新規に著名なミセス・アパレル７社と
の取引が開始され、今後の大幅な売上増が見込まれることとなった。

縫製技術の高さを発揮

株式会社 ナイスコーポレーション

■業種 ：製造業
■従業員 ：29人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成2年
■住所 ：岡山県倉敷市児島下の町2-1593-15
■企業概要：カジュアルウェアの製造

販路拡大と受注生産体制強化を実現する事業計画策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

児島商工会議所
構成機関

松本 章 氏

岡山県経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：岡本 顕一
■保有資格：販売士
■専門分野：マーケティング、戦略創案、構築

近畿大学工学部の協力を得て受託研究により、技
術的知見及び計測機器の提供を受け、水中ロボッ
トを用いた新サービスの実証実験を実施すること
ができ、本企業の経営計画立案にご尽力頂いた。

広島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は平成5年に創業し、ドローンを活用した測量事業サービスを県内の建設業者や建設コンサルタントに
提供している。情報通信技術（ICT）の活用した測量を他社に先駆けて取り組み、着実に受注を増やしてき
た。具体的には、平成26年7月から無人航空機（以下：ドローン）による空撮サービスを開始。平成27年4月
よりドローンパイロットを雇用して空中写真測量サービスを提供している。経営環境においては、ドローン
レーザーによる測量サービスの受注が飛躍的に増加し、平成30年3月期では、前年比で売上高77.3％増、営
業利益42.0％増と急伸した。しかし、今後、業界内での競争激化に備え、新たな事業領域（栽培漁業）にお
いて、ドローン事業を展開したいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングした結果、新たな事業領域（栽培漁業）参入にあたっては、AIロボットを搭載した水中
ドローンと水上測定装置を開発して、海水温・プランクトン・海流調査、魚群探知等の水産事業に関わる調査
と、既存のドローンを使用した給餌システムを「新サービス」として展開したいと計画していることがわかっ
た。そこで、産学連携及びドローン事業におけるビジネスコンティニュープログラムに精通し、当該課題に対
しても支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

AIロボットを搭載
した水中ドローン
（テスト用）

■専門家による具体的な支援内容

まずは、「新サービス」の運用において想定される、さまざまな問題点及びリスクマネジメ
ントについて支援を実施。具体的には、ドローン運用中の事故や逸失機材等、本企業にとっ
て脅威となる問題点の指摘と改善策を提案。加えて、栽培漁業参入後も売上げの急伸と競合
となる事業者に対する優位性の確保の観点から、設備投資と運用ノウハウの進化が希求され
る旨をアドバイス。また、水中ドローンの開発、実証実験等の支援については、魚群探知機
とGPSシステムを並列使用し、指定水深でのAIロボットを使った採水を行い、連携する研究
機関での成分分析が実施できる体制を構築。さらに水中ロボットの研究を進める近畿大学工
学部の柴田先生とも共同研究を実施するなど、効果的なマッチングを図った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiauAAB?advisor_field_id=

当社は、建設業特に土木事業社からの受託測量業務が多い。し
かしながら、稀有な豪雨災害などの事案での急激な受託料増加
があるものの、恒常的には新規参入を図るドローン事業者の参
入が多く、将来への経営計画が立てにくい状況にあった。今般
新市場参入＝水産業に新たな活路を見出せ、専門家の知見やア
イデア、戦略的な市場参入機会の創案ができた事は、当社の人
事戦略や営業戦略構築に非常に役立ったと考えている。

専門家の多大な尽力により、「新サービス」におけるリスクマネジメント等のアドバイスをいただく
とともに、産学連携を通じ、水中ドローンの開発及び研究機関で成分分析が行える体制を構築するこ
とができた。開発した水中ドローンは、魚体を定点で観察・撮影ができ、AI機能で、魚種毎の魚体成
長を自由に観測することが可能。既存のドローンを使用した給餌システムと合わせ、当社独自の「新
サービス」として水産業強化支援事業等へ提案した結果、新たな事業領域となる「栽培漁業」への市
場参入の機会を得ることができた。 給餌ドローン（イメージ）

株式会社 Ace-1

■業種 ：技術サービス業
■従業員 ：2人
■資本金 ：300万円
■創業 ：平成5年
■住所 ：広島県広島市安佐南区高取北4-19-13
■企業概要：ドローン事業 （空撮・3D解析・図化・

レーザー計測・機器販売・操縦指導）

新たな事業領域に向けたドローン事業（新サービス）への支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

広島信用金庫
構成機関

岡本 顕一 氏

ひろしま中小企業支援ネット

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：矢村 弘道
■保有資格：ITコーデイネータ、MOT
■専門分野：生産管理、販売管理、マーケティン

グ、地域資源ブランディング

自社の現状の保有資源（人・物・金）と自社の生
産管理レベル・生産管理体制を把握し、市場の変
化を捉えて、適合する生産管理システムの導入方
法、導入体制の必要性を理解頂いた。

広島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、シール材国内トップシェアの大手ゴム工業会社の下請け業務を行っている。主に車両用(60％)
と、住宅など産業用資材(40％)のゴム製シール材の加工を手がけている。近年好調な自動車産業とリフォー
ム市場の影響で業績は上がっており、今後も受注の増加が見込まれている。品質維持と納期遵守のため、効率
化と生産性向上に向けた取り組みについて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員がヒアリングしたところ、現在、生産管理に関しては、システム化されておらず事務処理担当
者の個人の資質に依存しているため、事業の急拡大に対応することが困難になってきている状況であることが
わかった。また、生産管理システムの早期導入を希望しているものの、導入経験が全くないことから、ITコー
ディネーターの資格を有し、中小製造業に対して支援実績の豊富な本専門家に依頼した。

本企業の生産工場

■専門家による具体的な支援内容

生産管理システムの導入経験が全くないため、まず製造業における生産管理はどのよ
うなものかをレクチャーを通じて習得してもらい、自社の生産管理業務の課題を確認
するところから支援を行った。導入体制としては工場長を中心とするプロジェクト
チームが主体となり、自社の目標、成果尺度、活動項目、活動スケジュールを実行計
画書としてまとめ、また実行計画に基づくITベンダーへの要求仕様書（予算金額、導
入スケジュールを服務）を作成することとした。また生産管理システム導入のための
生産効率の現状分析をするために、ひとつの代表商品をサンプリングして物、人、情
報の流れといった生産工程の把握を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000VIf04AAD?advisor_field_id=

業務拡大に伴い生産体制強化と事務効率化に取り組んでいます。そ
の一環でIT導入を検討していました。そこで商工会から専門家を派
遣してもらい、IT導入には生産管理体制の整備が必要とアドバイス
を受けました。お陰で、最適なIT導入が計画できたと同時に、当社
の課題を把握し、解決に向けた方向性を示すことができました。
また事務効率化では、業務過多状態だった事務部門にRPAを導入
し、事務作業の改善を図ることができました。
矢村先生と商工会井上さんの連携した支援を今後も期待していま
す。

当初は2018年12月の生産管理システム導入を計画していたが、生産管理システム導入の前に、
生産管理の仕組みの構築をおこなうことの必要性を認識した。その結果2019年12月の長期休暇
の時期にスケジュールの再設定を行った。そのタイミングに向けての生産管理の業務体制の構築
や業務の改善、生産方法の見直しなど業務改善活動が進んでいる。作業分析の結果、生産指示書
印刷に毎日3名で1.5時間要していることが判明し、その対処としてRPAシステムを導入した。こ
れにより当業務は1名が1時間で完了することができるようになり、余った時間で今後導入を予定
している生産管理システム導入のための業務に取り掛かることができるようになった。 本企業の外観

有限会社 田中物産

■業種 ：製造業
■従業員 ：26人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和46年
■住所 ：広島県安芸高田市高宮町房後1072
■企業概要：ゴム製品製造業

IT活用（生産管理システムの構築）による事業拡大支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

安芸高田市商工会
構成機関

矢村 弘道 氏

広島県商工会連合会・広島県中小企業
団体中央会連携プラットフォーム

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：稲荷山 健生
■保有資格：総合旅行業務取扱管理者
■専門分野：観光戦略推進アドバイス

派遣先の皆様の話をじっくり伺いながら、現
状の課題を把握し、消費者の声や視点を踏ま
え、派遣先地域の「強み（売り）」を明確に
し、できるだけ具体的な解決策を提言いたし
ました。

山口県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和34年創業の合名会社で、山口県長門市俵山温泉地区の温泉旅館で構成される。俵山温泉は「西
の横綱」と呼ばれるほど泉質がよく、江戸時代の藩主も湯治に訪れていたほど歴史のある温泉である。一方、
近年では後継者不在により廃業する旅館も増加しており、宿泊者数や入浴者数の減少が続いている。そこで現
状を打開し、温泉客の増加を図りたいと考えているが、具体的にどう進めてよいか分からないため、当機関に
相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が俵山温泉の現状についてヒアリングを実施。従来は俵山温泉の泉質から療養泉として、多く
の入浴者が湯治客として訪れていたが、近年は病院や介護事業者が温泉施設を内包したことの影響を受けてい
ることや、温泉への集客戦略が体系的に立てられていないことから、入浴者が減少していることが明らかに
なった。そこで、効果的なイメージ戦略立案やコンセプト作り等、温泉地区での支援実績が豊富な本専門家に
依頼した。

俵山温泉のパンフレット

■専門家による具体的な支援内容

若年層に設定し、それに合わせたイメージ戦略策定を支援した。具体的には、従来の「高
濃度水素の泉質 湯治場」のアピールに加え、近年、若者のトレンドとなっているレトロ
ブームに合わせて、「昭和レトロな雰囲気を持つ俵山温泉」を前面に出したHPデザイン
に改善し、新たな「メインターゲット」と「強み」を明確にした情報発信を行うことを提
案した。また、全国各地のモデルとなる温泉地HPの提示や、昭和レトロを感じさせる映
画セット等をレンタルできる業者も併せて案内をした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000pkWq2AAE?advisor_field_id=

稲荷山健生先生と相談させていただき、俵山温泉を今後どのよ
うに変えていけば集客力の向上が図れるのか悩んでいた中で、
強みとメインターゲットを明確にし「昭和レトロな雰囲気を持
つ俵山温泉」というコンセプトをご提案していただき感謝して
います。このコンセプトに沿って情報発信することで新規顧客
の獲得に繋げていきたいと思います。素晴らしいご支援をあり
がとうございました。

これまでの俵山温泉は「西の横綱」と呼ばれるほどの泉質を強みとして湯治客を中心に繁栄し
てきたが、強みに依存した体質が時代の流れに対応できずに集客力を失っている。俵山温泉の
持つ「強み」と「メインターゲット」を明確にするという専門家の助言により、「昭和レトロ
な雰囲気を持つ俵山温泉」という魅力を発見することができた。これまでの湯治客に加えて、
「昭和の雰囲気に喜びを感じる若い世代」に向けた情報発信を行うことで、新規顧客の獲得が
期待できる。 支援で使用したワークシート

俵山温泉 合名会社

■業種 ：浴場業
■従業員 ：24人
■資本金 ：1,300万円
■創業 ：昭和34年
■住所 ：山口県長門市俵山5113
■企業概要：俵山温泉地区温泉旅館で構成

温泉街のイメージ戦略立案による新規顧客獲得への支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

山口銀行
構成機関

稲荷山 健生 氏

山口県経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

【ワーク】 地域の「強み（売り）」と「課題」を考える

４～６月 ７～９月 備考

②地域の
「強み（売り）」と課題
＊イベント・催物あれば記入

（多くお越しになる観光客層）

１０～１２月 １～３月 備考

②地域の
「強み（売り）」と課題
＊イベント・催物あれば記入

（多くお越しになる観光客層）

①年間を通じての
地域の「強み（売
り）」と課題

販路
販促



43

■氏名 ：堀池 眞臣
■保有資格：ISO審査員
■専門分野：BCP、リスクマネジメント

BCPの難しさは構築自体の複雑さもさる事なが
ら、いつ起こるか分からない多様な災害の発生に
対する運用のリードタイムの長さにあります。本
BCPモデルでは平時／有事を統合したリスクアセ
スメントにより、想定外認識力と現場力向上に
フォーカスしたBCP構築運用の指導に注力致しま
した。

徳島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

近年、国内外を問わず震度6以上の地震が頻発しており、本企業の所在地である徳島県でも、南海トラフ大地
震による甚大な被害が懸念されている。その中で、本企業は、徳島県と「災害協定」を締結しているJBN（全
国工務店協会）に属しており、有事の際に「木造応急仮設住宅の建設」という重要な役割を担っている。その
ため、顧客や地域住民の安全と安心の為に、率先して「災害に備えた準備」をする必要があり、BCPの早急な
策定について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関においてヒアリングしたところ、BCP策定自体は既に終了しているが、実際の有事の際に「使える」
BCPとして、運用マニュアルや各種様式等の設定が必要であることが分かった。BCPを策定したものの、机上
の空論となってしまっていたり、実効性がなかったりすることのないよう、BCP策定の支援実績が豊富で、実
際に「使う」ための指導ができる本専門家に依頼した。

支援時のようす

■専門家による具体的な支援内容

ポイントは有事の際に、BCPを「使える」状態にすること。年度替わりで新メンバー
が加わったBCPタスクチームに対し、これまでのBCP活動実績や取り組み、考え方の
説明等を行い、BCPに対するチームメンバーの方向性を明確にした。また、BCPを実
際に「使う」ため、リソースシートの作成、優先業務範囲の決定、プライオリティ付
けを行い、「有事の際に何をすべきか、何が重要であるか」の再確認を実施。有事に
向けては社内の問題点等を模索するだけではなく、社外を含めた広い視野で様々なリ
スクを想定しておく必要があるため、経営者がBCPを経営課題として関与していくこ
とが重要であると指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w4ryHQAQ

堀池氏のご支援を受けて、「有事は平時の延長線」、「平時に
できていないことは有事にもできない」という考え方を知り、
日頃の行動や心構えが有事における事業継続性を左右すること
を理解しました。
BCP文書の策定はゴールではなく、その後の運用や改善を継続
していくことがスタートだと思います。今後も、平時において
問題点は何かを常に意識し、その改善に向けて、会社全体で取
り組んで参りたいと思います。

社内には細かい備品が多いが、リソースシートの作成により、何がどこにいくつあるのか明確に
把握できるようになり、社内の管理体制自体も強化された。さらに、目に見える備品のみでな
く、PCのデータについても管理方法等の再検討を行い、重要なデータについては紙データでも保
存するように改めた。また、BCPを「使う」ために、全社的な理解が重要であるという認識が社
内に広がりつつあり、BCPタスクチームのみならず、全社員においてBCPに対する理解が深まっ
ている。 リソースシート（抜粋）

株式会社 松島組

■業種 ：建設業
■従業員 ：17人
■資本金 ：3,500万円
■創業 ：昭和24年
■住所 ：徳島県吉野川市鴨島町牛島1572-1
■企業概要：戸建て住宅の設計・施工、

不動産の仲介・売買など

有事の業務展開を見据えた「使える」BCP取組支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

（公財）とくしま産業振興機構
構成機関

堀池 眞臣 氏

とくしま中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：門 浩司
■保有資格：ファシリテーター、

エリアマーケティングアドバイザー
■専門分野：飲食店、ホテル、SCの創業

繁忙期の人材不足に伴う売上機会損失を防ぐこと
を目的に、社長様を始めスタッフリーダーの方々
と共に取り組むことができたことでモチベーショ
ンアップに繋がり、年末年始は更なる飛躍ができ
ると確信しております。

香川県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成4年にもつ鍋に特化した居酒屋として創業。平成10年に法人化し、2号店・3号店を新規出店
するとともに､宅配事業を開始する等、順調に事業を拡大してきた。しかしながら、リーマンショック後は
「顧客の外食離れ」が進み、売上も減少していった。来店者数の減少が続く中、現状の課題を明確にし、来店
者数の増加と売上の拡大を実現したいと考え、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、現在の店舗運営における課題の明確化と、課題への具体的対応策の実施が必要
であると判断した。そこで、飲食業界に関する知見が深く、飲食店へのコンサルティングやプロデュースの実
績が豊富な本専門家に依頼した。

看板料理 秘伝もつ鍋

■専門家による具体的な支援内容

現状の把握と問題点の抽出を行い、それぞれの改善方法の指導を行った。具体的に
は、経営者とアルバイトリーダー3名を交えたミーティングを実施し、明確なハウス
ルール（店舗運営ルール）と接客マニュアルを作成。それに合わせてスタッフの教育
方法、ホールの運営手順の改善など多岐にわたった検討を行った。例えばホール運営
であれば、混雑時のオーダーの受け方、オペレーションの方法、ターゲット層向けの
販促方法など具体的手順の設定まで、詳細に実施手順設定を指導した。また、もつ鍋
専門店の「冬場専門」のイメージからの脱却を図るため、看板を九州料理専門店に変
更。併せて、シフト管理厳正化による過剰人員の削減、作業効率の悪いメニューの撤
廃、棚卸しの厳正実施等により、収益性を強化できるようにアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj7RAAR

もつ鍋を主軸とした飲食店経営で、大型店舗を3店舗まで展開す
る中、売上が低迷し、今後の見通しには不安を感じていた。その
ような時に、具体的な計画の立て方や店舗運営の方法など色々な
手法でご指導いただき、本当に感謝しています。今回の支援によ
り、多くの改善策や販売手法、人材教育についても詳細に教えて
いただき、売上の回復にとても効果がありました。また、門先生
には徹底したリスクマネージメントについて教育していただき、
今後の経営に役立てお客様や従業員に喜んでいただきたいと思い
ます。ご支援をいただきありがとうございました。

これまであまり重要視していなかったハウスルールを明確にすることにより、従業員同士がお互
い気持ちよく働けるようになり、従業員の仕事へのモチベーションが明らかにアップした。店舗
及びメニューのリニューアル、来店キャンペーン実施などとの相乗効果もあり、売上対前年比
140％を達成した店舗も出てくるなど、短期間で顕著な成果が現れた。アプリ会員も1,500人を
超え、今後、定期的なメニューの見直しや従業員のさらなるスキル強化に努め、魅力的かつ効率
的な店舗運営を維持することで、継続的な売上の拡大が見込まれる。

イメージを刷新する
「九州料理」の看板

株式会社 海賊

■業種 ：宿泊・飲食サービス業
■従業員 ：6人
■資本金 ：1,900万円
■創業 ：平成4年
■住所 ：岡山県岡山市北区今6-15-30
■企業概要：九州料理専門店

ハウスルールの整備から売上拡大へつながる事業改善支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社 百十四銀行
構成機関

門 浩司 氏

中小企業支援プラットフォームかがわ

専門家

地域PF

経営
革新



45

■氏名 ：加地 まゆみ
■専門分野：ものづくり、地域資源活用、

農商工連携

先代より地元で愛されてきた繁盛店であり、明確
な店主の思いやルールを尊重しつつ、外部環境の
変化に対応した、顧客満足度を上げるための提案
を心がけました。

愛媛県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和49年に創業した老舗のお好み焼き店で、清潔感あふれる全48席の店舗である。地元での認知度
も高く固定客中心の安定した集客ではあるが、競合外食店が多い産業道路バイパス沿いという立地条件や食材
の高騰などの外的要因により、今後の売上や利益の減少が懸念される。そのため新規顧客の獲得や取り組みに
ついて、取引金融機関である東予信用金庫による後押しもあり、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関におけるヒアリングとあわせてSWOT分析、クロスSWOT分析を実施し、その結果、本企業が取り組
むべき事項を『メニューの充実』 『利便性の向上』 『集客』 『食材確保』 『顧客サービス』の5点に整理し
た。各項目ごとに実施事項を決め、『メニューの充実』と『集客』については専門家による支援が必要である
と判断した。そこで、農業分野・食品分野の知識が豊富であり、愛媛県6次産業化サポートセンターのプラン
ナーとしても事業支援実績の豊富な本専門家に依頼した。

伝統のお好み焼き

■専門家による具体的な支援内容

お好み焼きは各種トッピングにより豊富なメニュー構成となっていたが、客単価アッ
プのためにコーヒーを中心としたドリンクメニューやパンケーキによるデザートメ
ニューの充実を図った。メニュー開発にあたってはコンセプト・ターゲット・原材料
費・販売価格等を具体的に書き出すことで整理確認を行った。パンケーキには愛媛県
が全国1位の流通量であるブルーベリーや、近在の知名度が高い農家による苺を使用
し、地域性を訴求することとした。また集客アップのためにはショップカードやポイ
ントカードを作成することとし、内容や配布方法についてアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000zDFgvQAG

個人として家族主体での営業をしており、取組むべき課題や問
題点は漠然と認識していたつもりでしたが、相談窓口等が分か
らず深掘りする事なく解決に至っていませんでした。そのよう
な状態の時に取引金融機関（東予信用金庫）より「チームえび
す」での課題解決について提案を受け、支援を受ける事を決意
しました。SWOT分析等のフレームワークを活用しての「活か
すべき強み」「克服すべき弱み」「市場機会」「回避すべき脅
威」の抽出・分析は大変参考になり、課題がよく理解できまし
た。今回の支援をベースとして売上増加に積極的に取組んでい
く所存です。

各種アドバイスを受け、取組整理表を活用しながら経営者が主体的に新規顧客獲得や客単価アッ
プのための施策に取り組んだ。支援後は夏休み時期との相乗効果もあり、来客数も約2割増加
し、各種課題に対するPDCAサイクルを自ら進めたことで、今後起こりうる経営課題に活用でき
るようになり、新規顧客獲得と客単価アップという当初目的を達成することができたと同時に大
きな成果となった。また、地域性のある魅力的な食材をメニューに加えることで、価値のある新
規メニューになることを認識できた。 ショップカード

お好み焼き いこい

■業種 ：飲食店
■従業員 ：6人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：昭和49年
■住所 ：愛媛県西条市新田52-2
■企業概要：お好み焼き店

老舗お好み焼き店の売上拡大に向けた戦略策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

えひめ産業振興財団
構成機関

加地 まゆみ 氏

えひめビジネスサポートネットワーク
（チームえびす）

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：藤原 美江
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：経営革新、販促支援

原料や製法にこだわりを商品や販促ツールに落と
し込み、消費者に訴求し売上拡大実現を目指すよ
うに支援を行いました。代表者に「できそう、
やってみる」という前向きな姿勢が見られるよう
になりました。

高知県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、創業2年目の食品製造業で、ドライフルーツや野菜（にんにく・生姜）の加工・販売を行ってい
る。無添加の「高知県産の素材」にこだわった自社オリジナルドライフルーツ（柑橘類・しょうが）を製造し
ているものの、売上が低迷しており、厳しい状況である。既存商品のブラッシュアップと、新商品開発により
現状を打破し、売上拡大を図りたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関によるヒアリングの中で、代表者の農産物への思いは強く、農家からの信頼も厚いことがわかった。し
かしながら、商品パッケージに統一感がなく、また販売ターゲットも明確になっていないため、消費者への訴
求力が弱いことが判明した。そこで商品の企画・開発に長け、ブランディングに関する支援実績が豊富な本専
門家に依頼した。

新たにデザインされた
手書き風のラベル

■専門家による具体的な支援内容

現在の商品ラベルは一見素朴ではあるが、商品訴求が十分できておらず、店頭で顧客
の手に取られるための動機付けが十分にされていないことから、商品ラベルの改良支
援を実施。商品を買ってもらいたいターゲット層を明確にし、それに合わせた「どこ
か懐かしくやさしい、手作り感のあるデザイン」の商品ラベルを作成支援し、パッ
ケージの改良を行った。また、イベント出店時の販売促進ツールとして、幟を製作す
ることをアドバイスした。本企業のように素材と手づくりにこだわった小さな企業で
あれば、幟も印刷ではなく、手書きすると良いと助言。無地の幟布と看板用のアクリ
ル系絵具を購入し、手書き指導を実施した。また、新商品ゼリー飲料についても、原
料やパッケージについて具体的な提案を実施した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjC3AAJ

藤原先生に指導を頂いたことで、商品パッケージや販促ツール
のブラッシュアップができ、商品訴求力の向上に寄与したとと
もに、パッケージ作成等のノウハウも蓄積することができまし
た。具体的な事業指針はもちろん、ただの言葉だけでなく、今
必要としている現実的な支援を迅速にしていただきました。時
間がないからと避けてしまっていた課題だったのですが、もっ
と真剣に、積極的に時間を割いて向かい合おうと思えました。
また、新商品（ゼリー飲料）についてもテストマーケティング
を実施中で、今後の販路拡大を期待しています。

「原料と製法に手を抜かない」という商品作りのコンセプトを訴求する商品パッケージの改良や
販促ツールを作成したことによってコンセプトが店舗全体に浸透し、商品にも統一感が生まれ、
既存顧客の評価も上々であることから、徐々にではあるが企業イメージの向上とブランディング
が実現している。自社の生産能力や商品特徴を踏まえたうえで、適切なターゲットと売場を想定
し、それにあわせたマーケティング戦略立案が重要であることを理解できた。また、CI（コーポ
レートアイデンティティー）の考え方を学び、企業としてのコンセプトを統一し、訴求していく
ことの重要性も認識することができた。

考案された
商品パッケージ

合同会社 南国FOOD PLUS

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：2人
■資本金 ：100万円
■創業 ：平成28年
■住所 ：高知県南国市後免町2-3-1
■企業概要：野菜・果物の加工食品製

農産物への思いを伝える既存商品のブラッシュアップ支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

高知県商工会連合会
構成機関

藤原 美江 氏

高知県地域プラットフォーム
「チームよさこい」

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：高口 知子
■専門分野：販路拡大

女性企業家の経営支援は「小さく確実に、コスト
をかけず売り上げに直結する」を心がけていま
す。姉妹であるお二人の個性と強みを生かし、口
コミになりやすい商品を考えて生まれたのが女性
が気になる「まつエク」と「脱毛」のセット商品
と利便性を重視した販促ツールでした。

福岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、美容師の資格を持つ代表が、サロンでの経験と商工会で開催された創業塾参加をきっかけに、まつ
毛エクステサロンを平成29年10月に開業した。店舗は2階建ての一軒家で、1階を待合室、2階の二部屋をサ
ロンとして展開しており、一方の部屋では妹が経営する脱毛サロンとなっている。それぞれ別々の経営を行っ
ているが、開業後の集客に悩んでおり、新規顧客の獲得に向けた効果的な集客方法についてのアドバイスを受
けたいと相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当職員がヒアリングを行ったところ、開業時期にチラシ作成を業者に依頼したが考え方の相違があ
り、満足なものとならなかった。自身でも作成を試みたものの納得できるものはできず、チラシの配布は積極
的に行っていないとのことだった。一方、SNSを活用した集客を積極的に行い、口コミ欄での評判も良くリ
ピーターは多いが、顧客数が少ない状況だとわかった。そこで、本企業の強みを活かしたPR方法とターゲ
ティングについての支援を受けるために、ヒアリング力が高く、幅広いジャンルのチラシ・商品パッケージ・
ロゴデザインの実績がある本専門家に依頼した。

店舗前のようす

■専門家による具体的な支援内容

本企業の顧客層を確認したところ、40代以上が6割超を占めていた。「まつ毛エクステ」と
いえば若い女性が多い印象だが、目元に悩む中高年は多く、プライベート空間での対応が
密かに人気がある事が分かってきた。また、妹の脱毛サロンも同じく40代以上の顧客が多

く、「興味はあるが若い子に交じっての施術に抵抗を感じている中高年層が意外に多いので
は」という発想から、「他人の目を意識せずに、同じ建物内でまつ毛エクステと脱毛が同時
に行える新サービス」を提案。サービスに合わせたチラシ作成方法とともに、効果的にPR
するための手法をアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxir9AAB?advisor_field_id=

相談しているうちに、自分たちでも気づかなかった強みをうまく
引き出してくれている事を感じました。そして、今から無理なく
できる事をアドバイスいただけたのがすごく良かったです。
チラシについては、ターゲット層に伝わりやすい納得いくものが
作成できました。高口さんは、こちらの悩みを受け止めて、親身
になって考えてくださいます。また、とても明るく話しやすいの
で、楽しく前向きな気持ちになっていくのを感じました。高口さ
んに支援していただき本当に感謝しています。

今回、同じ建物で営業している妹の脱毛サロンと本企業の顧客層が合致。「まつエク」＋「脱毛」が一度
に施術できるサービスがあれば、非常に強みになる事がわかった。メインターゲットとなる40代向け
に「大人女子のための、はじめてのまつエクと脱毛」というキャッチフレーズで、コラボサービスのチ
ラシ作成の支援を受けることができた。早速、新サービスを効果的にPRしいていくために、既存顧客
に紹介キャンペーンとして配布するほか、ターゲット層がよく利用するカフェや美容室にも設置させ
ていただいたところ、本企業に訪れた新規顧客が１ヶ月平均で前年同期比20％アップと、顧客増加に
繋がる成果が得られた。今後も、引き続き、チラシの配布とともに、設置させていただけける店舗を
増やしていくことで、さらなる新規顧客の獲得が見込まれる。 作成したチラシ

Suzulina Beauty Design（スズリナ）

■業種 ：サービス業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成29年10月
■住所 ：福岡県太宰府市国分3-3-24
■企業概要：まつ毛エクステ

新規顧客の獲得に向けた新サービスの提案とチラシ作成支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

福岡県商工会連合会
福岡広域連携拠点/太宰府市商工会

構成機関

高口 知子 氏

中小企業支援プラットフォームふくおか

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：田中 ゆかり
■保有資格：栄養士、衛生検査技師
■専門分野：焼き物に係る店舗ディスプレイ、

商品開発、テーブルコーディネイト、
その他衣類や生活関連。

私のスキル、テーブルコーディネートを通して、商品
デザイン、開発などお役に立てればと思います。
また、共に学び、時には問題を解決しながら、クライ
アントの方々と一緒に成長する喜びを感じています。

佐賀県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、江戸時代から250年以上続く有田焼の老舗窯元である。 主に割烹食器を製作し、地元の商社に販

売を行っている。一方で、代々伝わる数千点もの「型」を所蔵しているにもかかわらず、商売に十分に活用でき
ていないという問題を抱えていた。この「型」で作った焼き物の良さ伝えるとともに、新たなる販路を拡大する
ために、積極的に展示会に出展しているが、売上は伸び悩んでおり、アドバイスを求め、当機関に相談があっ
た。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングした結果、展示会でのディスプレイ構成だけではなく、商品開発についての支援が必要で
あると判断。そこで、有田の食器メーカーで培った焼き物に関する知識と、テーブルコーディネイトに係る豊
富な知識をもとに、多くの商品開発や展示企画、アドバイザーなど、焼き物を扱う事業者への支援実績が豊富
な本専門家に依頼した。

展示会（東京ドーム）
への出展ブース

■専門家による具体的な支援内容

まずは、展示会出展の目的やコンセプトを明確にするため、カウンセリングを行いな

がら、「どのようなお客様に」「何を伝えたいのか」等の展示ブースのコンセプト作りに
ついてアドバイスした。しかし、肝心の商品が時代にマッチしておらず、現状のまま
で、さらなる成果を求めるのは困難であると判断。そこで、商品の見直しと魅力的な
商品開発に向けた助言を行うとともに、商品の新たな訴求方法なども提案した。具体
的には、陶磁器食器を取り巻く生活環境を考慮しながら、器の大きさや形など、時代

のトレンドを踏まえ、「モノの提案」から「生活スタイルの提案」に切り替えて、テーブ
ルコーディネートの立場から見た商品の開発を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F000010c9j4QAA?advisor_field_id=

今までやって来た成果が出るのはこれからですが、弊社のよ
うに小さな企業は一人で作業・事務・企画・販売と何役もこ
なさないといけないのが現状です。
そのため全てが中途半端になり、益々経営の苦しさから抜け
出すことが出来ません。そんな中、こういう支援があると専
門家に相談しながら新しいことに自信を持って挑戦すること
が出来、将来への期待を持って仕事ができるようになりまし
た。ありがとうございました。今後ともよろしくお願い致し
ます。

この度の支援で、新商品の開発にあたっては、新しいデザインパターンなど模索しながら、時代
のトレンドを意識した商品を仕上げることができるようになった。また、展示会（東京ドーム）
の展示会出展戦略に関しては、数ある展示ブースの中から本企業のブースに集客するために、ア
イキャッチとなる新商品（試作品）の展示も組み込んで、トータル的にブースをコーディネー
ト。目立つだけではなく、ブース全体で「生活スタイルの提案」を実現することができた。結
果、目視であるが本企業のブースへの来場者数の増加に加え、来場者の滞留時間も長くなり、売
上げも前回の展示会と比較してで5％アップすることができた。

今回の支援で製作した
試作品

梶謙製磁 有限会社

■業種 ：陶磁器製造業
■従業員 ：6人
■資本金 ：500万円
■創業 ：-
■住所 ：佐賀県西松浦郡有田町黒牟田丙2892
■企業概要：有田焼（陶器製品）の製造・販売

販路拡大に向けた展示会出展戦略と魅力的な商品開発支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

有田商工会議所
構成機関

田中 ゆかり 氏

さがん中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：吉田 要
■保有資格：農林水産省食の6次産業化プロデュ
サー（レベル4）、6次化産業プランナー
■専門分野：地域資源活用

販路拡大・販促支援

長崎県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和16年に長崎県内有名醸造元29軒が集まり、共同生産・共同販売を目的に長崎醤油味噌醸造工
業組合として発足した企業である。これまで、多くのヒット商品を世に送り出し、経営自体は順調であるが、
現状の商品だけでは頭打ちの可能性がある。そこで、以前開発しながらも廃版の危機にあるラーメン・スープ
を、なんとか新たな形で販路を模索することができないかと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の職員がヒアリングを行うとともに、相談対象のスープを検証してみたところ、そのクオリティは非常
に高く、適切なマッチングを図ることで、販路拡大の可能性は十分あると判断。そこで、当機関が地域の新た
な特産品づくりを目的に展開している事業「じげたまグランプリ」に出品している企業とのマッチングの可能
性も考慮し、出品企業への支援実績があり、地域資源活用や販促拡大・販促においても支援実績が豊富で、食
のプロデュサーでもある本専門家に依頼した。

大村中華そば

■専門家による具体的な支援内容

同時期に支援を行っていた、同じ大村市内でハム製品をブランド展開している土井牧場

ハム製造所より、「製ハム時に出る切れ端を有効利用できないか」という相談を受け、本
企業の「ラーメン・スープ」とマッチングし、「地元大村でしか食べられない、地産地消
ラーメン」を提案した。開発するラーメンを「大村のソウルフード」として成長させるた
めに、何度も論議を重ねた結果、商品名を「大村中華そば」とすることに決定。併せて、
原価設定や流通手段の構築等についてのアドバイスに加え、自社とパートナー企業の採
算ラインの割出し、市場性から導いたラーメンの適正価格の設定についても助言を行っ
た。大村市内の飲食店の協力を得ながら、何度も試食会を重ね、ついに平成30年10月

「大村中華そば」を完成させることができた。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000oy8tYAAQ?advisor_field_id=

昨今、コンビニエンスストアやチェーン店が増えている中で、
地元食材を活かしたメニューの開発作業に携わることには、大
きな意義を感じている。ぜひこれを成功させ、成長させていき
たい。また、今回のプロジェクトにおいて、地元事業者と一体
となって取り組んでいることは、自社のみでの開発より、はる
かに大きな実りを生み出すのではないか、と感じている。

今回、専門家のご尽力で、麺や調理の監修においても、地元企業（じげたま出品企業）を紹介し
ていただき、オール地元業者で、地元の方や観光客に喜んでもらえるソウルフードの卵が出来上
がった。
長崎の麺文化と言えば、ちゃんぽん・皿うどんが優勢であるが、そこに大村の特産品として、地
産地消にこだわったラーメンを投入することで、大きなムーブメントを巻き起こしたい。現在、
営業先を開拓中だが、「次の一手に悩んでいる飲食店」の支援戦略に絡め、幅広く広報活動を展
開し、裾野を広げていく。

飲食店への営業活動

チョーコー醤油 株式会社

■業種 ：製造業
■従業員 ：92人
■資本金 ：5,000万円
■創業 ：昭和16年
■住所 ：長崎県長崎市西坂町2番7号（本社）

長崎県大村市溝陸町815（大村工場）
■企業概要：味噌・醤油・調味料等製造販売

地元企業とのコラボした特産品（地産地消ラーメン）作りの支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

大村商工会議所
構成機関

吉田 要 氏

ながさき経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

プロダクトアウトでありながらもマーケットインの考え方に徹し、
地元素材の有効利用を目指した。本事業の取り組みにより、参画事
業者にはマーケティング戦略の意識が芽生え、計画・実行・検証が
身についたこととが成果であった。

販路
販促



50

■氏名 ：鷹野 秀征
■専門分野：事業計画づくり

相談者と共に「仮）ヴォルターズパーク構
想」の将来像を明確化でき、建設予定地の
益城町島田地区の住民の方々や他関係者も
主体的に動き出し、復興につながる期待が
大きい事業です。

熊本県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、プロバスケットボールチーム「熊本ヴォルターズ」を運営し、2015年から当拠点にて経営指導を
実施している。2016年の熊本地震の被災で、いったんはチームの練習も困難な状況になった。その後の広報
活動の強化によりスポンサーの増加や選手の強化も進み、2017年には業績は好転し、創業以来初めての黒字

化となった。今回、さらなる増収による経営安定化のために、新たな相談があり、今後の課題として、1）上
位リーグのB1への昇格、2）スポンサー契約の増加、3）ホーム試合で数千名単位の動員数を確保、4）ユース・
スクール事業での収益確保などが必要と判断。そのための戦力強化と、事業拡大のための拠点となる体育館の
建設が必要であると考え、今後の事業計画づくりを中心に支援を行うことになった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

今後の支援方針について本企業とすり合わせを行った結果、熊本ヴォルターズと地域が連携した「復興のため
の事業展開：仮）ヴォルターズパーク構想」を軸とした支援を行っていくこととなった。そこで、東日本大震
災で中小企業の復興事業を支援した実績があり、復興庁復興推進参与の資格もある本専門家に依頼した。

専門家の支援のようす

■専門家による具体的な支援内容

はじめに東日本大震災被災地での復興事業の成果事例を解説。本企業が被災後に連携
している地域の現状分析と地域資源の掘り起し、復興事業のアイデア抽出や今後の需
要予測について指導を行った。体育館の建設に関する戦略については、益城町島田地
区の住民の意見も参考にし、「益城町の復興シンボル」となることをゴールにした立
案の支援を実施。事業計画策定については、本事業を公的事業と位置づけして、行政
や地域住民の巻き込み方や費用等の具体的な事業計画づくりを支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000zDJLxQAO?advisor_field_id=

鷹野先生には丁寧にヒアリングしていた
だき、現実的な事業アイデアを導き出し
てくださいました。おかげで私たちや益
城町島田地区の方々の想いを織り込む事
業計画書が完成しました。

「仮）ヴォルターズパーク構想」の事業計画書が完成し、体育館の建設予算、事業予算が具体化
された。地域の人たちの「仕事づくり」となる飲食店や観光事業、特産品販売などの需要予測の
数字も明確化された。今後、この事業計画書をもとに資金調達に生かしていく。実現時期として
は、3段階のフェーズで計画しており、第1期の着工は仮施設住宅撤去後の2020年の予定だが、
建設予定地である益城町島田地区とは定期的な話し合いやワークショップも始まり、地域を巻き
込んだ活動に発展している。また、増収による経営安定化のために課題としていたスポンサー契
約増の取り組みにおいては、専門家のアドバイスがきっかけで新規スポンサーとの出会いがあ
り、現在、契約締結に向けて好調に打合せ中である。

地域住民との懇話会風景

熊本バスケットボール 株式会社

■業種 ：スポーツチーム運営
■従業員 ：12人
■資本金 ：8,500万円
■創業 ：平成24年
■住所 ：熊本県熊本市東区若葉1丁目13-5
■企業概要：プロバスケットボールチーム運営

バスケットボールで復興事業！経営力強化へ

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

鷹野 秀征 氏

熊本県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

湯之上社長

経営
革新
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■氏名 ：井上 朋子
■保有資格：中小企業診断士、

国際ホテル経営学修士(MBA) 、
総合旅行業務取扱管理者

■専門分野：観光業、サービス業

当該企業・施設独自の強みを生かした差別化と、
長期的な事業継続の視点で、事業企画～開業直後
と各段階の状況に合わせた助言をさせていただき
ました。

大分県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は平成27年に大分市で創業した、太陽光発電事業者である。太陽光発電の用地として取得した修道院
がホテルとして利用可能であることがわかり、新規事業としてホテル業への参入を図ることとなった。代表者
自身はホテル業に関しては素人であるため、長年ホテルに勤務していた支配人を雇用。「日本のおもてなし」
をコンセプトにホテルの開業準備を進めていたが、インバウンドの対応（販促、接客、準備物等）についての
アドバイスを受けたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングを行った結果、本企業の代表者は中国との人的ネットワークを有していることから、ター
ゲットを中国人を中心としたインバウンドに絞ったが、予約システムの選定や人員配置、接客のオペレーショ
ン等、運用上の課題が判明した。そのため国際ホテル経営学修士(MBA)、総合旅行業務取扱管理者の資格を
有し、インバウンド向けの接客オペレーション等で支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

散策マップ（案）

■専門家による具体的な支援内容

まず、人事（採用、人員配置）、運営（館内サービス、食事メニュー、運営管理システム）、
販売（HP、ホテル予約サイトとの契約、価格設定）、それぞれの準備進捗状況を確認し、課
題を抽出した。メインターゲットとなる中国人観光客を呼び込むために、九州の訪日旅行
市場、中国市場の動向、由布市の季節変動要因等のデータをもとに、販売流通チャネル

（WEBの活用）、ホテル予約サイトへの販売条件、販売価格帯等を提案。併せて、湯布院を
一望できる屋上と広い庭園を活用したサービス等の付帯売上向上についてアドバイスを
行った。また、由布院駅よりホテルまでは徒歩25分の距離であるが、観光客が必ず散策を

する「湯の坪街道」を通るルートである。そこで、散策マップを作って、「駅で荷物を預か
り、散策後にホテルにチェックインする」システムの導入と、街道沿いの土産店との連携も
提案した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UROWTAA5

湯布院でのホテル開業時に色々なアドバイスをいただいて、と
ても感謝しています。入口の時点で右も左もわからない状況で
営業の考え方、設備面、事業計画、広告宣伝の方法等を丁寧に
指導してもらい、特にHPの開設を始めとするWEBを使用した宣
伝方法については、大変参考になり、業者の紹介もしていただ
き助かりました。おかげさまで開業準備の不安要素が消えて前
向きに取り組む事が出来ました。今後もご指導のほどよろしく
お願いします。

メインターゲットとした中国のインバウンドの動向やニーズを事前に調査し、把握できたことで、必
要とするさまざまなオペレーションやサービス、備品の準備等に万全を期すことができた。販売チャ
ネルはWEBをメインとし、ターゲットのニーズを踏まえた絞り込みを行うことができるようになっ
た。また、オープン記念価格を設定することで、価格動向の調査も可能となった。
2018年8月11日に、予定通りホテルをオープンすることができ、現在売上げ目標も達成し、順調な
滑り出しができている。

広い庭園が見下ろせる
客室

タイコーソーラー 株式会社

■業種 ：太陽光発電業、ホテル業
■従業員 ：6人
■資本金 ：50万円
■創業 ：平成27年
■住所 ：大分県大分市豊海3丁目2－1
■企業概要：太陽光等を利用した発電システムの

設置・電力の販売、ホテル事業

湯布院でのホテル事業新規立ち上げを支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

大分みらい信用金庫
構成機関

井上 朋子 氏

おおいた経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

創業
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■氏名 ：大坪 美貴
■専門分野：テーブルコーディネート、食品撮影、

広報支援、販路拡大、
IT（SNS等）を活用した経営力強化

同じフルーツを使って２種類のデコレーションの
提案をさせていただきました。宮崎県内で初の試
みでしたが、今後に繋がることを願っています。

宮崎県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、宮崎県三股町でパンとお菓子の製造・販売を行っている洋菓子店である。地元の特産品を使用し、
新商品の開発も積極的に行っている人気店であるが、最近、競合店が増えてきていることによる売上げ減少
や、ケーキの原材料の価格高騰により、ケーキの売上・利益ともに苦戦しているため、目前に迫ったクリスマ
ス商戦をはじめ、今後の販売戦略について専門的なアドバイスを求め、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のCoがヒアリングし、まずはクリスマスケーキに関して競合店複数のカタログを分析した結果、どこ
も似たり寄ったりであった。そこで、提供価値（訴求軸）を商品軸（見た目や価格）ではなく体験軸に変えた
競争優位を実現する戦略を立案。近年、無印良品の人気商品の「組み立てるヘクセンハウス」やオイシックス
もケーキキットを販売している時代背景も考慮して、ターゲットを親子に絞り、親子一緒に飾り付けを楽しむ
『DECOケーキキット』の開発を提案。また、広報支援としては、飾り付け例としてインスタ映えのするイ
メージ訴求ができれば購入の決め手になると判断し、某女性ファッション誌の依頼でクリスマスケーキの開発
経験があり、人気のインスタグラマーでもある本専門家に依頼した。

イチゴとマスカットのカッティング例

■専門家による具体的な支援内容

まずは、フルーツの素材が生きるように、フルーツアレンジ・カッティング
の基本技術を指導。色鮮やかなフルーツに独特なカッティングをすること
で、アートのように見た目が美しくなり、誰が飾り付けしても素敵な仕上が
りになるよう、各種フルーツ毎にカット方法をアドバイス。また、配布用チ
ラシ及びインスタグラム掲載用にケーキの盛り付けアレンジを指導、インス
タ映えする写真のアングルやレイアウトについても支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yIUBzQAO?advisor_field_id=

インスタグラムの写真は見ていたものの、細かいカット方法ま
で直接ご指導いただけてとてもありがたい機会でした。
アドバイスをいただいたカット方法、デコレーション方法はと
ても斬新で、その他の商品でもさっそく採用させてもらってい
ます。クリスマスケーキ以外にもキット化にチャレンジしてい
きたいと思います。

今回はテストマーケティング的な試みもあり、専門家の指導のもと、目前に迫ったク
リスマス商戦にフォーカスして、店頭受け渡しのみ限定10セットの予約販売を実施
した結果、『DECOケーキキット』を完売することができた。セールスプロモーショ
ンは、SNS（フェイスブック）と店頭のチラシのみであったが、SNSでは県外在住者
から「購入したい」「楽しそう」等とコメントがつくなど反響は大きかった。また、
片道1時間半かけて買いに来る人もいるなど、ニーズが高いこともわかり、今回の支
援で、今後、誕生日ケーキや各種年間行事にも展開できる手ごたえを確認できたこと
もこの度の支援の成果と考えている。 PRチラシと飾り付けアドバイスシート

十字屋

■業種 ：菓子製造業
■従業員 ：4人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成5年
■住所 ：宮崎県北諸県郡三股町稗田30-11
■企業概要：パンとお菓子の製造小売

提供価値を変換して売上増を図る『DECOケーキキット』の開発

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

大坪 美貴 氏

宮崎県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促
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■氏名 ：生駒 祐一
■保有資格：MBA
■専門分野：農業経営、農業ICT

本企業は、圃場が非常に大きいため、スマート農
業の導入には全体設計や効果への理解を深めるこ
とが重要です。鹿児島県でのスマート農業の普及
のためにも、今後、様々な先端技術の実証で経験
を積まれることを期待します。

鹿児島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は平成元年に設立された270haの圃場（ほじょう）を有する製茶業者である。茶栽培から製造までを
一貫して行い、関連会社である（株）和香園で販売している。現在、茶の栽培・製造におけるデータを蓄積し
ているが、生産計画や実績管理、作業改善等に十分に活用できていない。また、人材育成のマニュアル等もな
いため、従業員の習熟度が低い。今後、高齢化に伴う人材不足も懸念されるため、ICTによる「スマート農
業」を導入し、経営をはじめとした業務データの「見える化」を実現することで、情報共有、従業員のモチ
ベーション向上につなげたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員が現在の蓄積データや活用方法についてヒアリングを行った結果、今回求められている支援を
実施するためには、ITの基本や最新技術に精通しているだけでなく、農業経営におけるICTの利活用や「ス
マート農業」などに関して幅広い知識を有しているとともに、豊富な支援実績が求められると判断し、本専門
家に依頼した。

270haの広大な圃場（茶園）

■専門家による具体的な支援内容

「270haの圃場を持つ本企業の経営の見える化」を「スマート農業」の導入目的とし
て設定。まずは、PEST分析や5Forces分析等の経営戦略フレームワークを用いて、マ
クロ環境及び競争環境を整理するとともに、今後の「スマート農業」の潮流や課題、
国内における農業政策について、情報共有を行った。加えて、気象庁データや環境セ
ンサーデータに基づく日照時間・気温・降水量等を可視化して、利活用について説
明。昨年の出荷実績データに基づく過年度比較・ランク別売上分析や茶樹1本あたりの
生産性・収益性の算出方法を指導するなど、ICT利活用の基盤づくり（データ収集～蓄
積～分析～活用のサイクル）の支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w5BkOQAU?advisor_field_id=

生駒専門家に相談させていただき、弊社が抱えてる課題に対し
て的確なアドバイスを受けることができましたので、今後の方
向性がはっきり見えてきました。
スマート農業の導入にあたり、まだ準備を進めている段階です
が、引き続き、アドバイスを受けながら鹿児島県における良い
モデルにしていきたいと考えています。
今回の生駒専門家からの支援に心より感謝しています。

当初、関連会社を含めた「組織別」で「スマート農業」の導入を検討していたが、専門家より「各部
門の業務に応じた導入を検討した方が効果が高い」との助言とご指導をいただき、今回、「スマー
ト農業」の導入に向けて大きな一歩を踏み出すことができた。今後も引き続き、計画を推進して
いくことで、1）「管理部門」：蓄積データの「見える化」による社員間の共通認識や情報の共有
化。2）「栽培・製造部門」：データや履歴の活用・分析によるスムーズな栽培管理、生産性の分
析による品質向上に向けた作業改善。3）「人事部門」：人材育成マニュアル化によるモチベー
ション向上、「スマート農業」による省人化・省力化。等、着実な成果が期待できる。

気象と出荷量・品質と
を比較分析した資料
（イメージ画像）

鹿児島堀口製茶 有限会社

■業種 ：農業・製茶業
■従業員 ：60人
■資本金 ：500万円
■創業 ：平成元年
■住所 ：鹿児島県志布志市有明町蓬原758
■企業概要：茶栽培、茶製造業

「スマート農業」の導入に向けた「経営の見える化」への支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

公益財団法人かごしま産業支援センター
構成機関

生駒 祐一 氏

中小企業地域プラットフォームかごしま

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：山内 真一
■保有資格：中小企業庁認定ふるさとグローバル

プロデューサー
■専門分野：ブランディング

世間での認知度が低いサービスであるので、事業
者の事業に対する強い思いを、デザイン思考を用
い、できるだけ、親しみのあるワードやイメージ
として、取り組みを伝えるようにアドバイスを行
なった。

沖縄県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成13年に保険代理店として創業。これまで安定した経営を行ってきたが、昨今のネット保険販
売の台頭により売上の減少が続いている。そこで、保険代理店事業は維持しつつ、事業の多角化を図ってお
り、2020年に向けて活性化している建設業界が、深刻な人材不足により業務のIoT化を進めていることに着
目し、ドローンを活用した測量サービス事業を立案した。また、観光業者向けのドローンによる動画・写真
サービス等の事業も検討しているが、これら新規事業の展開についての総合的なノウハウを求め、当機関に相
談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、他社に先駆けて事業を開始することで、ドローンによる測量やデータ化などの
ノウハウを蓄積するだけではなく、事業そのものをブランド化し、他社との差別化を図っていくことが必要で
あると判断した。そこで、当機関で開催したブランディングセミナーで講師をつとめた実績があり、プロダク
トデザインからブランディングまで幅広く知見のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容

沖縄県のドローン撮影市場を踏まえて、自社の強みを生かしたサービス展開図を作成。図
式化することで、目指すべき将来像を明確化した。ドローンによる空撮をどのようにイ
メージとして定着させるかを検討し、ドローンで空撮した高解像度の写真による「建物診
断」を売りにする方向性を強みとして打ち出すことを指導した。また、新規事業の周知に
あたり、ドローンの活用で解決できる課題を、お客様に分かりやすく伝えるパンフレット
の作成を助言。顧客にイメージとして定着させるために、本企業をドローン診断を行う
「クリニック」に見たて、誰でも分かりやすいアイコンを設置する等、新規事業の方向性
を具体的に固める支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJtx3QAC

山内先生のアドバイスにより「Dr.DRONE 空撮クリニック」と
いうブランドが出来上がり、さらにこれからのドローンの可能
性 を分かりやすく説明するため「空撮外科・空撮内科・空撮美
容」と分けて説明できるようになり、目標だったパンフレット
の再作成を完成させることが出来ました。さらに、パンフレッ
トを見た身内やお客様から「商標登録を是非行ったほうが良
い」という意見をもらい、予想していなかっ た商標登録申請ま
で行うまでになりました。ドローン事業の可能性を広げる事が
出来ました。今回のご支援に大変感謝しております。

新サービスを顧客に直感的にイメージしていただけるよう、クリニックをコンセプトにした
「Dr.DRONE 空撮クリニック」をサービス名称とした。またサービスを空撮外科（写真による
建物の破損状況の確認、災害時における街のハザードマップ作成など）、空撮内科（測量等に用
いる三次元点群のデータ化や植物の赤外線診断など）、空撮美容（きれいな写真や、動画撮影の
サービスなど）のネーミングのもと、 3つの分野に分けて展開することとした。また、お客様に
サービスを分かりやすく伝えるためにパンフレットを作成し、ブランドの発展に欠かせない、重
要な基礎部分を完成させることができた。 作成したパンフレット

かふう 株式会社

■業種 ：サービス業
■従業員 ：1人
■資本金 ：100万円
■創業 ：平成13年
■住所 ：沖縄県沖縄市美原2-27-1
■企業概要：ドローンによる空撮事業

ドローンを使用した空撮事業のブランディング支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

沖縄商工会議所
構成機関

山内 真一 氏

おきなわ中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

クリニックをイメージ
したブランドロゴ

販路
販促


